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W．調査結果および考察

　現地調査によって得られた各方形区の植生調査資料は組成表に組まれたとおりである。この組

成表に基づいて植物群落の構造的な動態（階層の高さと植被率の変化）をも検討した。また，総

成的には，調査で出現した種を，（i栓調査時を通じて金く変化のなかった種，（ii撮的変化（被度，

群度の増減）がみられた種，〔lii特定の階層にのみ消長がみられた種，飼全階層を通じて消長を伴

う変化がみられた種，の4つの種群による群落構成種に分けて，その動態を検討した。調査結果

は，それぞれの方形区毎に整理して以下のとおりまとめることができる。

　なお，全方形区をとおしての調査結果の概要としては，自然林に近い植分では植物相・植生の

変化が少なく，調査期問を通して比較的安定した状態になっており，それ以外の二次林，植林等

の多くは，階層構造や構成種にさまざまな変化がみられている。

　この変化について，発電所の運転開始（1980年4月）前に行なわれた調査資料も考慮して，周

辺の環境変化との対応で考察した結果，発電所からの排煙による影響は全くみられず，楠生の自

然の遷移や群落内への立入りや伐採，あるいは暴風雨等の異常気象等の影響によるものと判定で

きる。
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　方形区番号：｝IPΩ一1（1979年6月4臼設定）

（1）調査地名：福島県双葉郡広野町

（2）群落名：クロマツ植林

（3）海抜高：60m

（4）方位・傾斜：E　30。

（5）　言周査面添責：5x！2m2

（6）植生概観

　植栽されたクロマツが高木層に被度・群言：4・4－3・4で優占している林分である。高さ3－

4mの低木層には，濃度・丁度：4・4のアズマネザサを中心に常緑広葉樹のアセビ，イヌツゲ，

ヒカサキ，夏緑広葉樹のヤマツツジ，バッコヤナギ，ネジキ，ウワミズザクラ，ヤマウルシ，

ヤブムラサキ，コナラ，ヤマハンノキなどが繁茂している。高さ0．5－0．8mの草本層には，イ

チヤクソウ，ノガリヤス，ミツバアケビ，ガンクビソゥ，モミジイチゴ，アキノキリンソウ，

キッコウハグマなどが20－40％の植被率で生育している。サルトリイバラ，ノブドウ，ミツバ

アケビ，トコロ，ツルリンドウ，ヘクソカズラ，ハンシ。ウヅルなどつる植物が多いのもこの

林分の特徴となっている。

（7）群落構造の動態

高木閣の高さ（m） 10　　10 ！0　　10 10 10 10 10 10 1！

躍高木層呼率（％・1・・6・6・4555i55i55i・・i・・i・・…

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！　　L－1　…　i

調査時期i糖i鰍…蹄i睡i麟…鰍細面
．調 査 次　　①　　②　　③ 「④1⑤⑥⑦ ⑧

嚇i翻

⑨　　⑩

　林冠を形成している高木層の高さは，第9次調査後10m→！1mに変化している。高木層の植

被率は，調査次によって45－70％で増減している。高木願の植被率は，第！次調査C79年春）

に60％であったのが第4次調査C80年春）で45％まで減少し，その後増加の傾向がみられ，第

9次調査C85年春）以後は70％になっている。

㈹　構成種の動態

　（1）出現回数の増減

　出　　　二毛　　　種　　　数　　　　35　　　　36　　　　49　　　　49　　　　61　　　　53　　　　58　　　　58　　　　55　　　　49

調査時期畷四四瞬略謝i酬鰍嚇i鰍
調 査

次①②③④��X⊥竺巴鉱
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　出現素数は，第1次調査C79年春）に35種であったが，その後第5次調査C82年春）まで

増加する傾向がみられた。さらに，第6次調査（’82年秋）では若干の減少がみられた。

　（ll）全調査を通じて全く変化のない種：4種

　ツル植物のサルトリイバラ，ノブドウとミツバアケビ，夏緑低木類のヤブムラサキの計4種

である。いずれの種も此度が＋，群度が1と量的には少ない。

〈ili）量的変化（此度，斜度の増減）が見られた種：15種

　低木層の構成種を中心に！5種である。低木層に繁茂している常緑植物のヒカサキ，アセビの

　　　　　　　　　　　　　の2種とアズマネザサは，被爆，重度の増減に特定の傾向がみられない。低木層の夏緑広葉樹で

は，ヤマツツジが第8次調査（’84年秋）以後の被度が2艸1に，バコウヤナギが第3次調査以

後の被度・群度：！・2→＋に減少しているのに対して，ウワミズザクラ，ヤマウルシ，ガマズ

ミの被度増加の傾向がみられる。

　（iv＞特定の階層にのみ消長が見られた種：5種

　高木層に優占するクロマツの芽生えが第3次調査C80年春），第9次調査C85年春），第10

次調査（’85年秋）に確認されている。草本層では，夏緑広葉樹のコナラが第4次調査C81年

春）以後，生育している。イワガラミ，スイカズラ，ツタウルシの3種は，夏緑生のツル植物

である。

　（v＞全階層を通じて消長を伴う変化が見られた種：56種

　第2次調査C79年秋），第3次調査（’80年春），第5次調査（’82年春）および第9次調査

C85年春）において新たに出現した種が多くみられた。低木層の構成種では，アキグミ，レ

ンゲツツジ，ムラサキシキブ，マルバァオダモ，ウリカエデなどいずれも夏緑低木類である。

草本暦では，ムラサキシキブ，タンナサワフタギ，イロハモミジ，エゴノキ，ズミ，コバノガ

マズミ，ナツハゼ，ミズナラなど夏緑広葉樹が多く，常緑針葉樹のモミ，常緑広葉樹のヒメユ

ズリハも含まれている。また，二次草原の構成種であるススキ，オカトラノオ，ツルリンドウ，

オトギリソウなども調査次による消長がみられる。

　（vi）構成種の動態特性（特に遷移とのかかわりで）

　高木層に植栽されたクPマツは，低木1麹こアズマネザサが優宣しているため相観的にも著し

い変化がみられない。しかし，ヤマウルシ，モミジイチゴなどの増加とコナラの減少する傾向

は，隣接地の下草：刈りなどの影響と考えられる。

（9）総合考察

　！978年までは定期的に下草刈りが行われていた林分であり，永久方形区の設定後放置されて

いるため，出現種数とくに夏緑皮下樹の増額がみられる。オカトラノオ，ツルリンドウ，ネコ

ハギ，キッコウハグマ，ギンラン，シシウド，テリハノイバラ，コナスビなどの乾燥した立地

の二次草原の種は，短い周期での消長がみられる。

⑩その他
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低木層

　　　○

　　　○○○○ ○○○（ρ○

　　　　　　○δ

1
2

1

1

7

　1：R加∫ケ廊ん06αψ‘Z　ヤマウルシ

　2：1～1LO4046／z（ゼハ。／zんごzβ〃弓乏プ診1ゴ　ヤマツツジ

　3：五ツ。ノ～∫αoη‘漉ノbZ’αvar．〃ψ”‘1‘zネジキ

　4：／飽濡‘ハ即κZ’αイヌツゲ

　5：Ez〃り’αノ砂01z∫ごα　ピサカキ

　6：Pプz〃～醐㍗ω『雌‘ノκ～α　カスミザクラ

　7：Cα臨。のψαノ〃。”∫　ヤブムラサキ

　8ほ40びρ鷹α喀血〃’〃〃ウジカエデ

　9：P～81ゴ∫∫砂。ηf6α　アセビ

　Fig．5植生投影図（HPQ－1）
Die　Artenverbreitungskarte　im　Dauerquadrat　HPQ－1．
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　方形区番号：HPQ－2（1979年6月4日設定）

（1）調査地名：福島県双葉郡広野町

（2）群落名：アカマツ植林

（3）海抜高：55m

（4）方位・傾斜：L（平坦）

（5）調査面積：5×12m2

（6＞　　指直　二二　観

　広野発電所の構内に設けられたアカマツ林の方形区：である。林内には，アセビ，ネジキ，ア

クシバ，ヤブツツジ，ヤマウルシなどアカマツ林の種が多く生育している。また，林床にはア

ズマネザサ，スズタケの繁茂もみられる。最近ではほとんど人為的干渉を受けていないため，

シロダモ，シュンラン，ヒカサキ，イヌツゲ，ヤブコウジなど自然林の構成種，ウリカエデ，

エゴノキ，ウワミズザクラ，ナツハゼ，ガマズミ，ムラサキシキブなど二次林の構成種を多く

混生している。

⑦　群落構造の動態

高木第一・・ml・3・・｝・3！3・31311313・3・4

　　　　　　　　｛旧
高木第1層の植被率　「70　　70　　70
　　　　　　　（％）：

　　　　i

707酬707・707・70
調　査　時 期藩臓藩…露糠厨鰍厨塒悪
；調 査 次①回6団⑤1⑥⑦⑧⑨⑩
植栽されたアカマツによって高木第1層が形成されており，林分の高さと林冠部の顧被率は

ほとんど変化がみられない。

（8）構成種の動態

　（il出現回数の増減

⊥亙…亙☆病．

L一………
調査時 ｳ幽趣i歯墜轡踵1翌圃騰圖

　調　　　査

L＿　　＿

「壁16gl動延延「町訓

次1①②⑧④⑤⑥⑦⑧⑨⑩
　アカマツ植林であるが，放置されているため，出現種数が55－71種と多い。出現種数は，第

1次調査C79年春）から第5次調査C82年春）にかけて増加の傾向があり，第6次調査C82年

秋）に大1隔な滅少がみられ，また第9次調査C85年春）まで増加している。全体を通じて秋季
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の調査では焔現種数が55－62種と少なくなる傾向がある。

　（i1）全調査を通じて全く変化のない種：8種

　高木第1層のアカマツは被度・三度：4・4とまったく変化がみられなかった。低木層では常

緑広葉樹のシロダモ，夏緑広葉樹のウリカエデとエゴノキ，つる植物のヘクソカズラの計4種

である。草本層は，シシガシラ，シュンラン，ヒメヤブランである。

　（iii＞量的変化（二度，二度の増減）が見られた種：20種

　夏緑広葉樹の低木類が中心である。低木層のネジキは，第1次調査（’79年春）から第5次調

査C82年春）まで被度・群度：3・3であったが，第6次調査C83年春）以後被度，群度の減少

していく傾向がみられる。低木層のナツハゼ，ノリウツギ，ウワミズザクラ，ヤマツツジも同

じ減少の傾向がみられる。一方，低木層のスズタケ，ガマズミ，ヤマウルシ，ピサカキ，草本

層のヤブコウジは，被度，群度の増加する傾向がみられる。

　（iv）特定の階層にのみ消長が見られた種＝7種

　ムラサキシキブは，第8次調査（’84年秋）以後3．5m以上に生長し，高木第2層の構成種と

なっている。マルバアオダモ，ノイバラ，タラノキ，カスミザクラ，パイカツツジなどいずれ

も草本層の個体の消長がみられる。

　（v）全階層を通じて消長：を伴う変化が見られた種：51種

　年月の経過とともに減少，消滅していった種は，草本層のススキ，ガンクビソウ，バッコヤ

ナギ，クPウメモドキ，オトギリソウなどである。一力，第1次調査時には生育していなかっ

た，イワガラミ，サルトリイバラ，ツタウルシ，ツルリンドウなどつる植物はしだいに増加し

ている。

　（vi／四戒種の動態特性（特に遷移とのかかわりで）

　低木厨のネジキ，アズマネザサ，ヤマツツジ，ノリウツギ，草本層のススキなどが減少，消

滅し，低木層のスズタケ，カスミザクラ，ガマズミ，草本層のヤブコウジなどが増加していく

傾向は，この植分がより自然度の高い植生へと遷移していることを示している。

（9）　　総　合　考　易≦

　アカマツの植林であるが，出現回数とくに二次林の構成種が多い。低木層および草本層の種

類組成は豊富であり，土壌の発達がみられる。

㈹　そ　の　他

　種類数の変化から第1次調査以前には，下草刈りが行われていたと判定される。また，第8

次調査以後，隣接するアカマツ植林の下草刈りが行われており，その影響がある。
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11 7

4

5

4

3

2

4

4

10 ⊂⊃⑦
・B

　　　　　　　　○

⊂：）

　　　1：1）’ノ醒5‘Zβ〃∫～ノZoノ’α　アカマツ

　　　2：R／3040‘1召〃‘Zノ’o〃ゑαε〃～／ゾ～ノノ8’　ヤマツツジ

　　　3：E罎yαブαρωz1ぐα　ピサカキ

　　　4；ゐ◇・・ノz1αowz1～ノb1～αvar．ε〃ψ百αrネジキ

　　　5：．酵6パ5ノ‘ψo〃～ぐα　アセビ

　　　6：R『曜∫〃8～ぐノ～．oαr’ソ）α　ヤマウルシ

　　　7＝1ん謬ごノ・御zαご．α　イヌツゲ

　　　8：八セ。々オ∫8α56”～α翅　シロダモ

　　　9：乃”〃～榔g’π弓・ごZ照　ウワミズザクラ

　　　10：矛超y6”ω～g8α1りω～～（濯～αオα　ノリウツギ

　　　l！：1苗040‘如κ～’・0ノ～5‘ノノ〃1ゐ‘η・ゐα々〃ノ’パイカツツジ

　　　！2：．W海〃圃〃躍〃．‘躍α’α々〃μ　ガマズミ

　　　！3：五Cの・／）αムηα‘．ε’別　イロハモミジ

　　Fig．6植生投影図（HPQ－2）
Die　Ar亡enverbreltungskar亡e　im　Dauerqua⊂玉rat　HPQ一一2．
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　方形区番号：HPQ－3（1979年6月4日設定）

（1）調査地名：福島県双葉郡広野町

（2）群　落　名：アカマツ植林

（3）海抜高：50m

（4）方位。傾斜：L

（5）　調査面積：5x！2m2

（6）植生概観

　広野発電所の構内に設けられた方形区：であり，高さ12－13mのアカマツが生育している高木

林である。高さ10mの高木第2層ではコナラ，リョウブ，クリなどが生育し，高さ3mの低木

層は，ヤマツツジ，ガマズミ，リョウブ，ヒサカキ，アセビなどの感度，論語が高い。高さ

0．8mの草本暦は，チゴユリをはじめ多くの草本植物が生育している。

　（7）群落構造の動態

醐・麟・・m・1・2・21212i！2－2i－2・・

高木第1層の植被率　　60　　60　　50　　60　　70
　　　　　　　⊆％）旨：

60
P7081）8080

調　査　時
剋裾i鰍…藩睡i麟i画同和嚇」壷…

調　査　次①②③i④⑤⑥⑦⑧⑨⑩
　林冠を形成する高木第ユ層は常緑針葉樹のアカマツによって構成されており，季節的変化が

少なく，霜被率が増加していく傾向がみられる。高木第2層は，第6次および第7次調査で植

被率が！0％に減少している。低木層および草本層の変化は少なく，心慮率が40％前後である。

（8）構成種の動態

　（i）｝：1二1現階数の増減

出現噸数38465655524742435。1、。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ξ

隔時期幡圃蹄画堕鮒圃謝瞬剛
1調 査

次①②③④ i⑥1⑦…⑧…⑨四

　第1次調査を除くと，出現種数は春季の調査が50－56種を数え，秋季の調査の40－47種より

多い。出現種数の増加，減少傾向の少ないアカマツ植林である。

　〔il）全調査時を通じて全く変化のない種：3種

　低木層のヒサカキは被度・群度：！・2と全調査次を通じて変化がなかった。低木溜のカスミ
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ザクラと草本贋のアキノキリンソウは少ない個体数ではあったが，まったく変化のみられなか

った種である。

　圓　量的変化（被度，群度の増減）が見られた種：18種

　量的変化のみがみられた種は18種と多い。被度，群度の増加する傾向のみられた種はなく，

高木第2層のコナラ，草本層のシラヤマギク，ヤマハギ，ヒカゲスゲ，オオバギボウシが被度，

群度の減少する傾向のみられた種である。第6次調査でチゴユリの被度，群度が減少している

のは調査が！！月25日に実施されたことによると判定される。

　囲　特定の階層にのみ消長が見られた種：5種

　つる植物のサルトリイバラは，低木層の消長がはげしい。クリ，ガマズミ，ヤマツツジ，カ

マツカの4種は，いずれも草本層のみで消長がみられている。

　（v）全階層を通じて消長を伴う変化が見られた種：47種

　レンゲツツジ，ワレモコウ，オオバノトンボソウ，ササバギンラン，オカトラノオ，ノイバ

ラは第7次調査以前に消滅しているが，第9次または第10次調査で，再度生育が確認されてい

る。第1次調査などでは生育が認められなかったヤマウルシ，タムラソウ，ヘクソカズラ，キ

ジムシμなどが第3次～第6次調査以後の生育が確認されている。

　（vi）構成種の動態特性（特に遷移とのかかわりで）

　群落としては変化が少ない。高木第2層でコナラの被度，群度の減少する傾向は，上層のア

カマツの影響であろう。草本層は，オカトラノオ，ノダケ，ワレモコウ，アキノノゲシ，ツリ

ガネニンジン，タムラソウなど二次草原の構成種を中心に限られた期間での生育がみられた。

（9＞　　総　合　考　箋巽

　季節的な動態を除くとあまり大きな変化はみられない。消長を伴う変化は草本植物が中心と

なっている。つる植物の繁茂がみられないことによっても，このアカマツ林は変化の少ない安

定した林分であることがわかる。

⑯　そ　の　他
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　　　Fig．7植生投影図（HPQ－3）
Die　Artenverbreitungs1くarte　lm　Dauerquadrat　HPQ－3．
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　方形区番号：HPQ－4（玉979年6月4日設定）

（1）調査地名：福島県双葉郡広野町

（2）群　落　名：クロマツーアカマツ植林

（3）海　抜　高：65m

（4）方位・傾斜：E4530。

（5）　言周二幅百τ蒸責：3×7m2

（6）植生概観

　広野発電所構内に設けられた方形区である。南北に延びる海岸線に直接面した海岸前線の崖

に接した位置に生育しているクロマツーアカマツ林である。樹高も10m以下と階層構造は明確

に区分されない。

⑦　群落構造の動態

高木閣の高さ　（m）…　7　　7　　7　　8
　　　　　　　　！

8　　　8　　　8　　　9　　　9　　　6

高木麟の丁丁率（％）i60　　70　　70　　75　　65　　85　　9〔）　90　　80　　80

　調 丁丁①②③④「⑤⑥i⑦i⑧i⑨｛⑩．
　高木層を占めているクロマツ，アカマツが生育をしている。第3次調査まで7阻の樹高であ

ったが第4次調査以後8m，第8次調査以後9mに達している。高木層の植被率は，コナラが

繁茂するのに伴って」・曽加する傾向がみられる。高さ3－3，5mの低木層は，植被率が40－50％

から20－30％に減少していく傾向がみられる。高さ0．8mの草本／藩は調査次によって植被率が

15－30％の範囲で変動をみせている。

（8）構成種の動態

　（i＞出現種数の増減

1籍　　　現　　　種　　　数　　　　32　　　　38　　　　39　　　　46　　　　49　　　　46 56　　50 53 49

調　査　時

調 査

期i轡鰍痙露轡樹瞳謝囲謝
次1① ②③④「⑤⑥ ⑦　　⑧　　⑨　　⑩

出現鍾数が増加していく傾向がある。しかし，第8次調査以後は50種前後と安定している。

㈹　全調査時を通じて全く変化のない種＝8種

出現種数が32－56種であるにもかかわらず，全く変化していない種が8種と多い。植栽され
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たクロマツを始め，常緑植物のピサカキ，シュンラン，夏緑広葉樹のガマズミ，オトコヨウゾ

メなどである。

　㈹　量的変化（被度，群度の増減）が見られた種：！3種

　高木願のコナラ，低木層のヤマツツジ，コナラ，ナツハゼ，草本層のゼンマイ，ショウジョ

ウスゲ，シラヤマギク，アズマネザサなど被度，群度が高く，個体数も多い種が含まれている。

低木騨のヤマツツジ，ナツハゼ，ヤマハギ，草本層のショウジョウスゲ，カマツカ，シラヤマ

ギクなどが被度，群度の低下する傾向をみせている。

　（iv）特定の階層にのみ消長が見られた種：5種

　アセビ，アカマツ，イヌツゲは高木履または低木暦にも生育している種であり，その幼苗が

消長を生じている。テリハイノバラ，ヤマウルシは，低木層の個体にも消長がみられている。

　（v）金階層を通じて消長を伴う変化が見られた種：42種

　いずれも草本層のみに生育が認められた種である。草本植物が中心であるが，シロダモ，タ

ブノキ，ユズリハ，ミヤマシキミなど常緑広葉樹，ウリカエデ，ウラジロノキ，ヤマモミジ，

ガマズミ，アキグミなど夏緑広葉樹も含まれている。

　圃　構成種の動態特性（特に遷移とのかかわりで）

　高木層のコナラがしだいに二度を増加させている。また草本層には，タブノキ，ユズリハ，

ミヤマシキミ，ヤブコウジなど自然林の構成種が増えている。

（9）総合考察

　海からの強い影響があり，植栽されたクロマツの生長があまり良くない。出現種数は少ない

が，低木層にはアセビ，ナツハゼ，イヌツゲ，ヤマツツジ，コナラ，ナツハゼ，ピサカキなど

が繁茂し，草本屑には自然林の構成種を多く混じえている。

（1◎　そ　の　他
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高木層

1

1 ⑦○①①①1
紙木層
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4

`塾○象・

、⊂）　・（婁

　　1＝P加z45が～z〃め8／9商クロマツ

　　2＝（Pz48ノ℃～4∫56ノγα頗　コナラ

　　3：盈〃ッα∫妙。刀∫cα　ピサカキ

　　4：Pl初ゴ∫ブ妙。刀～ごα　アセビ

　　5＝Rllo404επζか。πたα召〃’／ゾ初ゼ　ヤマツツジ

　　6：IZα‘・ぐ加々〃〃0141zω〃∫1ナツハゼ

　　7：抽～〃ガ～1‘z8‘z・z，〃。ぶαvaL　Zζ～‘死・～∫カマツカ

　　　　Fig，8植生投影図
1）ie　Artenverbreitungskarte　im　Dauerquadrat　HPQ畷．
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　方形区番号：HPQ－5（1979年6月4臼設定）

σ）調査地名：福島県双葉郡双葉町北田岡崎

（2）群　落　名：ケヤキ群落

（3）海抜高：40m
（4）　　プゴイ立　・　桐頃余話　：　L，

　　　　　　塗
（5）調査而積：5×！0m2

（6）植生概観

　ケヤキ林は適湿地，特に崩壊性レキ地や急傾斜地に成立する夏緑広葉樹林である。夏緑広葉

樹林の中でも，ケヤキ林は新葉の展開が遅く，落葉が早く，さらに立地的な性質により季節相

変化が明確に見られる群落として知られている。しかし，林内にはアズマネザサ（常緑）が密

生しており，そのため組成，構造，そして季節相いずれも自然植生のケヤキ林とは異質な三分

であり，ケヤキは植栽されたと考えられる。

（7）群落構造の動態

高木第1層の高さ（m） 17

墜第1層の鴨・i80

調　査　時　期 ’79春

17 P1717 17

30　　　　70　　　　70　　　　70

’79秋 ’80春 ’81春 ’82春

19　　19

20　　25

’82秋

次　　① ⑥

’83秋

⑦

19

15

’84秋

19

60

19

50

　　ヨ

嚇i’8鍬
　　i

調　査　　　②1剛④⑤　　⑧
　夏緑広葉樹のケヤキ！種から高木第1層が講成されているため，秋季の調査では三下率が50

％以下に低下している。高木第2摺を欠いている。高さ2．5一・3mの低木層はアズマネザサが

繁茂しており，常に90％以上の三二率となっている。高さ0．5mの草本層は，植被率が第5次

調査までは20－25％であったが，第6次調査以後5－15％へと減少している。

（8）構成種の動態

　（i）出現殖財の増減

藝癒∵ゴ両『‘阿鼠干嘉i∵i∴1お
調　査　時　期i

哩至ll■⊥∴1②③

⑨　　⑩

糖「 ou…躇噛厨i鰍i鮒1蜘鰍
♂⑤⑥⑦1⑧…⑨⑩

　出現種数は，常に35種以下と少ない。第！次調査と第10次調査では26種であったが，他の調

査次は29－34種であった9
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　　（ii）全調査時を通じて全く変化のない種：3種

　　草本層のジャノヒゲは，個体数も多く，被度・群度が1・2と変化がなかった。有刺植物のヤ

　マウコギとつる植物のトコロも全く変化がみられなかった。

　　（ili）讃的変化（被度，群度の増減）が見られた種：13種

　　抵木層に繁茂しているアズマネザサは，被度が5と変化していないが，第5次調査以後群度

　が4→5と変化している。低木層のスイカズラ，イヌガヤと草本層のアケビ，アカネは，被度

　が一時的に増加したが，その後減少している。ヤエムグラ，ノイバラ，モミジイチゴ，イヌワ

　ラビは，減少の傾向，オオバジャノヒゲとサンショウは増える傾向がある。

　　（iv＞特定の階層にのみ消長が見られた種：4種

目　高木第1層または低木層をも構成しているケヤキ，マユミ，キヅタとヘクソカズラは，草本

層の個体に消長がみられた。

　（vl全階層を通じて消長を伴う変化が見られた鍾：33種

　草本層を中心に33種に全階層を通じて消長を伴う変化がみられた。カスミザクラ，ガマズミ，

　タブノキ，ヤマブキ，ヤマナシなど本木植物も含まれるが，ヌスビトハギ，ノコンギク，ミズ

　ヒキなど草本植物，ナツヅタ，センニンソウ，ミツバアケビ，ノブザウなどつる植物が中心と

　なっている。

　（vi）構成種の動態特性（特に遷移とのかかわりで）

　低木層にアズマネザサが繁茂しているために，木本植物の生育が限られている。第1次調査

　から第10次調査まであまり大きな動態がみられなかった。

（9）総合考察

　第3次調査以後，高木第1層のケヤキが活力を低下させている。その原因は，ケヤキの一部

を伐採したためと判断される。

⑩　そ　の　他

　第2次調査後，ケヤキ林の一部が伐採されている。方形区内の樹木の一部も伐採されている。
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　　　　　　（草本層は全体にアズマネザサが繁茂）

　　　Fig．9植生投影図（HPQ－5）
Die　Artenverbre三tungskarte　im　I）auerquadrat　HPQ－5，
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　方形区番号HPQ－6（1979年6月4日設定）

（1）調査地名：福島県大熊町熊川北向畑南

（2）群落名：スギ植林

（3）海抜高：37m

（4）方位・傾斜：NE　7。

（5）調査面積：5×15m2

（6）植生概観

　樹高24－25mに達するよく生長したスギ植林である。立地は小さな沢に接した斜面であり，

湿潤地である。林内はきわめて安定しており，人為的撹乱も少ない。組成から見てケヤキ林と

類縁性が高く，本来ケヤキ林が成：草する立地と考えられる。

　第3次調査後，隣接地のスギの大木が1本伐採されており，疎林になったためやや林内への

光の侵入の増加がみられる。

（7）群落構造の動態

晶晶、（m）124242424242424242525
陣辮（％抽・・8・9・痴m鴨・Gi画

調晶晶 草J半睡瞬画蹄鋤瞬陣i
調 査 次1①1②③④⑥⑥⑦⑧⑨⑳

　植栽されたスギを中心にケヤキを混生している高木第11轡は，植被率低下の傾向があり，第

6次調査以後70％となっている。高さ9mの高木第2層と高さ4mの低木1酪ま，植被率が5－

10％と低く，エゴノキ，シロダモ，チャノキ，アズマネザサなど限られた種類の生育にとどま

っている。高さ0．6－0．8mの草本層は，ミゾシダが広く繁茂している。

（8）構成種の動態

　（i）出現歯数の増減

出現種数・・1・・4953155
　　　　　　　　l　i　i
調　査　時　期　　　　　　　　i岡鰍i墾ゆ語

調　　　査 次回② ③

　　i
・81旧い82春

　　i

①1⑤

45

’82秋

55 56　　57　　46

鰍圃嚇1鰍i

⑥｝⑦ 回⑨ ⑩

出現種数は，第3次調査以後，若干増加している。

（ii／全調査時を通じて全く変化のない種：3種
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　ヤマブキ，アケビ，タチシオデの3種である。いずれの種も草本層に限られた被度，群度で

生育している。

　㈹　量的変化（被度，群度の増減）が見られた種：19種

　高木第1層のスギ，ケヤキと草本層に優占しているミゾシダは，被度が減少しており，草本

層のゼンマイ，タマアジサイ，ドクダミ，ヤブコウジは被度，群度が増加している。

　（ivl特定の階層にのみ消長が見られた種：3種

　低木層および草本層に消長がみられる高木第2層のエゴノキは被度が1→＋に減少している。

低木層のシロダモも被度，群度が減少しており，第10次調査では消滅している。

　（v＞全階層を通じて消長を伴う変化が見られた種：51種

　第5次調査以後消滅した種はタニギキョウ，センニンソウ，ヤマユリ，コナラなどであり，

カノツメソウ，アカネ，オオバジャノヒゲ，チダケサシ，セリなどは第5次調査以後出現して

いる。

　（vi）構成種の動態特性（特に遷移とのかかわりで）

　湿潤な立地に成立しているスギ林であるため，マルダケブキ，ムラサキマムシグサ，タニギ

キョウ，ツリフネソウ，カノツメソウなど湿地生草本植物が生育している。しかし，高木第1

層の植被率が低下したこともあり，湿地生草本植物の消長が多いのが特徴となっている。

（9）総合考察

　湿潤で土壌の堆積も厚い安定したスギの植林ではあるが，草本植物とくに湿地生の植物の消

長が多い。

⑯　そ　の　他
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　　Fig．10植生投影図（HPQ－6）
Dle　Artenverbreitungskarte　im　Dauerquadrat　HPQ－6．
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　方形匿番号：HPQ－7（1980年6月4日設定）

（1）調査地名：福島県双葉郡双葉町細谷

（2）群　落　名：アカマツ植林

（3）海　抜　高：35m

（4）　　＝虎ア｛立：・　頚頃余斗　：　L

（5＞調査面積：7×7m2

（6）櫃生概観

　この方形区は，1980年6月の時点で追加設定されたものである。

　アカマツ三野の方形区の追加である。高さ13mのアカマツ林であり，低木層および草本層に

は，カスミザクラ，アズマネザサ，ヒノキ（三二），ピサカキ，ヤマウルシ，ヒカゲスゲ，ツ

クバネウツギ，ナガバコウヤボウキを中心に各植物の繁茂がみられる。

（7）群落構造の動態

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

l躰駒融（m）ユ3131：11313ユ31制113
　高木麟の植被率（％）i70
　　　　　　　　　i
i一
　調

・・1・・…7・i・・i・・i・・） 70

査時期 齠�遠ｫ轡i鰍、
調　　　査 次　　①　　②　　③ ④　　⑤

鰍1嚇i鰍「
　…
⑥i⑦ ⑧

　高さ13m，丁丁率70％と変化のない高木層にはアカマツ！種が優占して生育している。高さ

3．5mの低木層は，第7次調査C85年春）以後，高さ4mに生長している。この低木層は，60

－75％の植被率で，アズマネザサ，カスミザクラ，ガマズミ，ヤマウルシなどが繁茂している。

高さ0，8m，植下率40－50％の草本層は，ツクバネウツギ，ホソバヒカゲスゲ，アクシバなど

が繁茂している。

（8）構成種の動態

　（P　出現種壷の増減

Lll㌧懸∴邑し1⊥1列免謳例・躯一

調一期騰睡囲1趣轡囲埋
調 査 次 ①②回④｝釧⑥ ⑦　　⑧

　低木層および草本層に夏緑広葉樹が繁茂しているアカマツ林であり，出現種数に大きな増減

がみられない。
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　（ii）全調査時を通じて全く変化のない種：11種

　いずれも高い被度で生育している種ではない。低木層のガマズミとクリは夏縁広葉樹である。

草本層では，ヘクソカズラ，オオバギボウシ，キンミズヒキ，ワラビ，ミツバアケビとスイカ

ズラが夏緑植物である。

　㈱　量的変化（被度，群度の増減）が見られた種：19種

　被度，群雨の高い種類の大部分が含まれている。高木層のアカマツは第3次調査（’82年春）

以後，群雨の減少がみられる。低木層のアズマネザサ，ピサカキ，ヒノキ，コナラ，草本層の

ヤブコウジなどが次第に繁茂してきているのに対して，低木層のカスミザクラ，ヤマハギ，ヤ

マウルシ，草本層のナガバコウヤボウキ，ツクバネウツギ，アクシバ，タガネソウなどが衰退

していく傾向がみられる。

　（iv＞特定の階層にのみ消長が見られた種：2種

　ウリカエデとヤマツツジである。ヤマツツジは低木層にも繁茂している種であり，第6次調

査C84年秋）以後草本層での生育が確認されている。

　（v＞全階1轡を通じて消長を伴う変化が見られた種：49種

　始め生育しており，しだいに消滅していった種が多い。常緑広葉樹のシロダモ，草本植物の

オヤマボクチ，ヤマユリ，ホソバヒカゲスゲ，シロヨメナ，ワレモコウ，ニガナなどである。

ホソバヒカゲスゲは，被度・群度が2・3→＋・2→÷へと減少している。また，シハイスミレ，

オオバノトンボソウ，レンゲツツジなど消長をくり返している種もみられる。

　（vl＞構成種の動態特性（特に遷移とのかかわりで）

　低木層にアズマネザサなどが繁茂しているため，大きな変化はみられない。しかし，低木層

のカスミザクラ，ヤマウルシ，ヤマハギなどの衰退していく傾向は，アズマネザサ，ピサカキ

などの繁茂とかかわりが深い。

（9）総合考察

　現在まで枯死体もほとんどみられず安定したアカマツ植林であり，梢観，群落構造，種類組

成などに大きな変化はみられない。

⑯　そ　の　他

　若干の人の侵入，ゴミの投げ入れがみられている。
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　方形匿番号：HPQ－10（1979年6月4日設定）

（1）調査地名：福島県双葉郡大谷

（2）群　落　名：スギ植林

（3）海抜高：80m

（4）方位・傾斜：L

（5）調査蒲積：5×15鵬2

（6）植生概観

　樹高20mに達した壮令のスギ植林である。穂栽されたスギは比較的密に植栽されており，樹

高の割に樹径は大きくなく，また樹冠の広がりもせまい。林内はよく管理されており，下刈り

が一定程度で行われているものと推察される。林床は暗いが，安定しており，光が侵入してい

る付近には陽地生植物の生育もみられる。土壌は適湿であり平坦地であるため林床にはスギの

落葉が堆積している。

（7）群落構造の動態

　　　　　　　i　　I
　　　　　　　む　　　　　　　　群落の高さ（m）i20旨20
　　　　　　　1　　1

　　　　　　　　ミ　　　　　　ミ
瞬落の植被率（％）i85i85
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き　　　　　　　

i　　　　　　　　　　　i　　l

20　　　　20　　　　20　　　　20　　　　20　　　　20　　　　20　　　　20

8585 P85 85　　　　90　　　　85　　　　85　　　　90

調　査　時
期i需，79秋ト80春i灘1刑罰i樹i鰍i謝i講i漏i
　i　　l　　…　　　　　i　　…　　i　　i　　i　　i

調 査次 �A③i④回⑥i⑦回⑨笹
　かって耕作地として利用されていた土地でのスギ植林であるため，スギが良く育っている。

林内は，高さ！－1．2mを上限として低木類，つる植物，草本植物の生育がみられる。林床の

丁丁率は25％→30％→40％→50→60％（65）％と増加する傾向がある。

（8）構成種の動態

　（i）出現端数の増減

出　現　種　数

調　査　時　期

調 査　　次

58 c4867α3肥606とi60162i52

，鰭炎sｫi騰i騰i謝圃轡踵瞬旨
①　②

　　　　　　　　I　I　I．
③④⑤⑥…⑦…⑧旨⑨

i⑩；

　秋季調査では48，52種と減少したこともあるが，58－67種とあまり大きな増減はみられな

い。

　働　全調査時を通じて全く変化のない種：8種
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　　常緑針葉樹のモミ，常緑広葉樹のチャノキ，夏緑広葉樹のハナイカダ，シダ植物のイワシロ

　イノデ，トラノオシダなどである。いずれも被度・群度：÷である。

　　（iii）量的変化（被度，群度の増減）が見られた種：！8種

　　林床に繁茂しているヤブコウジ，テイカズラ，シロダモ，ウラジロガシ，ヤブツバキ，オオ

　バジャノヒゲなど自然林の構成種が量的に増加していく傾向がみられる。

　　（iv）特定の階層のみ消長が見られた種：1樋

　　ッタウルシの1種だけである。

　　（v）全階層を通じて消長を伴う変化が見られた種：62種

　　ウワズミザクラ，ニガキ，シャク，イヌガンソク，ウラシマソウ，スギナなどは，第5次調

　査以後消滅している。また，コクサギ，ミズタマソウ，センニンソウ，カノツメソウ，シオデ

　などは消長をくり返している。

　（vi）構成種の動態特性（特に遷移とのかかわりで）

　　ヤブコウジ，シロダモ，ウラジロガシなど自然林の構成種の増加していく傾向があり，次第

　に繁茂していくものと判断される。

（9）　　総　合　拶彰’察

　第5次調査以前にスギに対する若干の枝落しが行なわれているが，林冠への影響はなく，あ

　まり大きな変化はみられなかった。

⑯　そ　の　他
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　：方形区番号：HPQ－11（！979年6月2日設定）

（1）　調査地名：揺島県双葉町井出川

（2）　群　落　名：コウヤワラビーヨモギ群落

（3＞海　抜　高：100m

（4）方位・傾斜：L

（5）　言田川蓋面霊責：5×5m2

（6）横生概観

　畑耕作地を放棄し，その後スギの幼木が植林されている。草刈りなどの管理が粗放的である

ため，ヨモギ，スギナをはじめとする多年生草本植物が多数生育し，それにイノバラ，フジ，

クズなどのつる～半つる殖物を混生している。群落の組成，構造ともに安定しておらず，短期

間に優占種や組成の変化が起り易い。また季節による相観の変化も大ぎい。

（7）群落構造の動態

｛一・＠）1叩・1・∵・｛・・じ・・一・・巨・．

群落の鰍率・％）・8・・95 奄W5i…i・・9・959595

調査時期曝睡瞬隔濡画1硯池回訓

調査次①② ｣…㌔動◎迎i⑧⑨⑩
　かっての耕作地であり，現在ではほとんど人の手が加えられていないため，群落の高さが

0．7－2．5mの範囲で変化している。植被率も50－！00％と調査次による増減が大きい。

（8）構成種の動態

　（i）出現種数の増減

…磁1亙織詰「証回了漸・・1解156±烈

調査糊ﾄ圃畷糠囲鰍鰍趣瞬鰍
調　　　査 次1①　②　③　④ ⑤i⑥1⑦⑧⑨⑳

　第1次調査および第7次調査以後出現種数が大幅に増加している。出現種数の大幅な増減の

みられる調査区である。

　（li｝全調査時を通じて全く変化のない種：1種

　変化に富んだ二次草原であるためにイヌワラビ1種である。

　圃　量的変化（被度，群度の増減）が見られた種：18種
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　量的変化は，被度，群度の大きい種にも及んでいる。ススキとワラビは次第に繁茂しており，

シPネ，スイバ，ワレモコウ，ヒメシダ，カキドオシなどは衰退している。ミゾソバ，ヨモギ，

ススキ，センニンソウは，量的な増減がサイクリックとなっている。

　岡　特定の階層にのみ消長が見られた種：0種

　単摺群落であるために，あてはまる種はない。

　（vl全階摺を通じて消長を伴う変化が見られた種．；68種

　消長を伴った種は68種ときわめて多い。スギナ，ミゾイチゴナギ，1・ボシガラ，コウヤワラ

ビ，アキカラマツ，ヤエムグラ，イヌコリヤナギ，ナギナタコウジュ，ハンシ3ウヅルなどは，

消滅していった種である。一方，キツリフネ，スイカズラ，オオバギボウシ，ツリフネソウ，

ミツバツチグリ，ヤマトウバナなどは，新たに侵入した種である。

　（vil構成種の動態特性（特に遷移とのかかおりで）

　スギナ，コウヤワラビ，イヌコリヤナギ，シロネなどの衰退とススキなどの繁茂は，立地が

乾性化していることを指標している。

（9）総合考察

　遷移の初期相とされる湿生な立地の二次草原である。そのため時系列上で変化に富んだ方形

区でもある。

（1◎　そ　の　他

　季節的にも，相観，優占種，種類組成など変化が多くみられる。
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H△N

　　　　1＝ル臨。απ読～∬∫加8ノ説∫　ススキ

　　　　21・乙恕郡航程1〃。玩z‘∫油粕z〃〃．イボタノキ

　　　　3：五7惚1〃∫∫fαρ1層加。｛4）∫　ヨモギ

　　　　4：3απ9・厩∫01わαq虜。∫ノzαZ露　ワレモコウ

　　　　5：CZ6〃～砿お∠βノブがノ101¶α　センニンソウ

　　　　6：Ro∫α〃耀あ》／0’¶α　ノイバラ

　　　　7：7ワLαZfcρw〃た6〃’8ノ～鑓var．ノ～）ψoZ6μα‘ノ〃　アキカラマツ

　　　　8：1ヤ82・∫漉z〃♪3α9κ～1ノ〃！〃〃．var，1α’～’‘5α‘Z’4〃1　ワラビ

　　　Fig．11植生投影図（HPQ－！1）
Die　Artenverbreitungskarte　im　Dauerquadrat　HPQ－IL
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　：方形区番号：｝｛PQ－i2（1979年6月3日設定）

（1）調査地名：福島県双葉郡富岡lllT富岡

（2）群落名：スギ植林

（3）海抜高：200m
（4）　　方仁五　．　糞頁余嘗　：　L

（5＞　調査面積：5×！0m2

（6）櫃生概観

　漢谷の谷部に穂林したスギの人工林，群落高は8mで2層群落をなしている。草本層の植被

率が高く，スギナ，ケチヂミザサ，ミズヒキなど多数の草本植物が生育している。

　若い人工林で草本層を中心に溝前種類数が多い。

⑦　群落構造の動態

高木層の高さ（m）i8　8　8　9　9 9131313
高木層の辮・％）・・8・18・8・8・8・9G　9・ 90

調査時 D遡i．糖濡濡陣：轡i塑i謝i嚇画

調 査

次③②③④⑤⑥⑦⑧
⑨

　第8次調査以後，群落の高さが9m→13mに増加している。

（8）構成種の動態

　（i）珊珊逆数の増減

｝土1　　　琢匙　　　番重　　　数　　　　42　　　　46　　　　39　　　　54

調査時期 鉛ﾋ轡1畷躇1墜鮒i鰍i麟i鰍

58、、、、i5554
　　　　　　　劇

［調 査 次①②③④［⑤釧⑦⑧
　　　　　　　　　　　　　　　　　［

⑨

　第4次，第5次，第9次および第10次調査では出現種数が50種をこえているのに，第3次，

第6次および第8次調査では出現種数が40種以下にとどまっている。

　｛il＞全調査時を通じて全く変化のない種：3種

　植栽種のスギの飽はオオイトスゲ，アプラチャンのわずかに2種のみで，多かれ少なかれ変

動する種が多いことを示している。

　（iil）量的変化（被度，群度の増減）が発られた種：7種

　トボシガラ，ヤブマメの草本植物が減少傾向にあり，代って，ナワシロイチゴ，イヌワラビ
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に増力師頃向が見られる。

　飼　特定の階層にのみ消長が見られた種：2種、

　低木層のケヤキとヤマモミジの2種でいずれも生長による増加である。

　（v）全階層を通じて消長を伴う変化が見られた種：117種

　消長を伴う種が117種と多いが，その変化はいずれも小さい。

　（vi）溝成種の動態特性（特に遷移とのかかわりで）

　群落内に消長する種はきおめて多いが，重要な種群は比較的安定して生育しており，林床の

遷移はあまり進んでいない。少ないものの低木類の生長が目立つ程度である。

（9）総合考察

　若いスギの人工林であり，生育する種類，消長する種類がきわめて多い。しかし，林床の優

占種などはいまだ変化しておらず，大きな変動は生じていない。

⑩　そ　の　他
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『睾蓼1フ重くナ藩（太線）、　　イ氏フ雪くノ蓉誹（糸1艮糸彗乏）
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℃）ギ
　　　　　18　　0
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○
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o♂φ

1：αツμ012昭2‘fαブ砂01zκα　スギ

2：Z診躍。ηα∫8ノブ’α故　ケヤキ

3：0ノゼ加ブ妙。π∫ごα　コクサギ

4：A‘8ノραZ〃Z磁〃πvar．ノ〃鷹5π〃耀ノ用α8ヤマモミジ

51Ag2僧（壌yア弓。η為召ηz（扉　カモジグサ

6：メ1gガ〃～oη如メψωzfcαキンミズヒキ

7：Gβ1’α加躍π疏z侃みびgff　ゲンノショウコ

8：1（αZoノ）αノ1α二む／）fc彦z‘∫　ノ、リギリ

9：．Rπ∂郡ノ）αノ励ノわ痂‘5　ナワシロイチゴ

10：ノや乃ッ万z〃π刀4）o刀此μ7μ　イヌワラビ

11：1）’0∫60ノ』8｛ZごoZ…0ノ・0　トコロ

12；yo1‘πgfαゴ。♪01zfcα　オニタビラコ

！3：N：〃zo‘滅48ノ砂。刀fcα　カテンソウ

14：Coア：y4αZ奏1z8彦8ノ‘o‘7角ραvar．ノ‘ψo〃κα　キケマン

15：Rπ演ααんαπ6　アカネ

16：∫㍑6漉”αノ〉’《yノ磁〃α　ミツバツチグリ

玉7＝夏y5扮～αcん読ゴ畷＞o，1fcα｛．5μ6照∬漉5　コナスビ

18：Cαごα磁心7ψr4⑳Zfαvar．ゐ・‘あ肋rαタマブキ

19＝D‘醜メf∫9／0〃～8ノ尋α如　カモガヤ

20：ノ1♂りη’αノz坊8∫．雇ρo濡研　イノコズチ

2！：G♂8疏。〃雄1z8磁矯ノzご8αvaL　9ノ『αノκ～～5カキドオシ

22：A舵飯αgz‘加碗α　アケビ

23：Cαブ鶴5α‘1zαZf2～θ簡∫var．α〃8〃ガ1・㍑

　　　　　　　　　　　　　　　　　オオイトスゲ

　　Fig．12植生投影図（HPQ－！2）
P玉cA・t。nverbreitungska・te　im　Dauerquad・at　HPQ－12・
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　方形区番号：HPQ－13（1980年6月3日設定）

（1）調査地名：福島県双葉郡大熊町都路街道

（2）群　落　名：アワブキーイヌブナ群落

（3）　海　　抜　　高　：270m

（4）方位・傾斜：SE　35。

（5）調査面積：6×6m2

（6）植生概観

　イヌブナの優出する自然林の方形区であり，第3次調査において追加された。夏緑広葉樹の

自然林である。高木第1層および第2層にイヌブナが優噛し，アサダ，ミズナラ，アワブキな

どを混生している。林床のササ類はほとんど見られない。

（7）群落構造の動態

高木纂1層の高さ（m） 20 20 20i20
　．i

高木第、層の鰍剥，。9。9。9。
　　　　　　　（％）i

調査時期 ii鮪國樹
調 査 次① �B ④

2円20

90　　90

20

90

’84秋

⑤

　　i
’85春i’85秋i

⑥　　⑦

　高木第1層および高木第2層はまったく変化がみられなかった。

（8）構成種の動態

　（i）平戸種数の増減

謁　現　種　数

調　査　時　期

47　　56　　61

’80春 ’8！春

調 査 次　　①　　②

’82春

③

48

’82秋

①

56

’84秋

⑤

65

’85春

⑥

60

’85秋

⑦

　倒　全調査時を通じて金く変化のない種：！3種

　サンショウ，サワシバ，モミ，イタヤカエデなどの低木類が中心である。草本暦ではやマジ

ノホトトギス，キバナアキギジ，カノツメソウなどがあげられる。

　㈹　量的変化（被度，群度の増減）が見られた種：18種

　林床のイワガラミ，ヤブレガサ，シラヤマギクなどが中心で，アサダ，ミズナラ，アワブキ

などの本木類もあるが，いずれもわずかな増加傾向を示している。

　㊥　特定の階層にのみ消長が見られた種：4種
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高木第1層・i高対く第2層（太線）、低木層（細線）
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5：7を）ノア疏yαノ～πc旋ノーζ置　カヤ

6：ノ1飯85ノ『ノブ〃．αモミ

7：Z如抜α穀〉伽〃～♪～μノ伽〃〃　サンショウ

8：Qz‘8ノ¶α‘∫規。π8’oZfoαvar．　gノ’o∬658〃¶‘～’αミズナラ

9：メ1C81’♪α♂η忽’～〃2’var．〃～鷹∫Z‘1〃Z〃’α8　ヤマモミジ

10：Cαノが刀螂co1’4磁エサワシバ

！1：Qμβ1’‘μ∫58ノブ’α’‘～　コナラ

12：VfoZμ♂zαノ～｛ヂノ説5　エイザンスミレ

13：鞍oZσgノづψo‘8ノ層α∫　タチツボスミレ

14：擁5置α’α8〃α諭485var．ノzωwま．！召♂’‘・αノz〃zκ∫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シロヨメナ

15：・∫o”ぬ8η汐”召π一αz”弓8α　va「．α∫fα擁6α

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アキノキリンソウ

　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig．13

16：趣）‘｛．1『．此ψ’規メ）’π召μαCαら，C’71．α　カノツメソウ
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18：＆zん～αノ～ψρo痂αz　キバナアキギリ

19：α8ノη編～∫ブ妙。漉6α　ハンショウヅル

20：（乃巳めη面∫娠ア7〃1∫　ヤマジノホトトギス

21：の〃∫〃～θ～郡z’～14～’～畷〃1～びvar．ノ‘～ρ・ノ～ノごμ5
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22：B／w1～5ψ・♂1～’〃’∫y～・と．，‘～々α〃〃var．〃’15‘ぞ〃〃〃

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤマカモジグサ

23：擁川ゐ～∫ぶ8ノ『rα’αvar．ノ妙ω11α♂イワ一当ザオ

24：勘4ygηノ～’〃〃ノア1ケ1／1－〃’ζ」ミズヒキ

25：Cy〃め耀々〃〃8η8ノ噛加8万　シュンラン

26：1．）ノぴ’oμ｛ノノ廊1α‘’‘ノノ¶α　クマワラビ

27：3ご1～1zρρ1～ノ『αg〃’α1～）’4ノ’α〃8ぞ。～48∫　イワガラミ

28：ル¶爾〃〃説αた6～漉8瑚α　イヌヨモギ

291Cαα漉αyαm加1ヤマタイミンガサ

　　　　　　　　　植生投影図（HPQ－！3）

Die　Artenverbreltungs1燃rte　iln　Dauerquadrat　HPQ－13．
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　イヌブナ，ヤマウコギ，イ・ハモミジ，コナラの木本植物でいずれも生長増加によるものと

考えられる。

　（v）全階層を通じて消長を伴う変化が見られた種：39種

　林床の草本植物が中心で，うち26種が増加する傾向にあり，13種だけが減少あるいは消失し

た種となっている。

　（vi）構成種の動態特性（特に遷移とのかかわりで）

　全体的には林冠，林床とも発達傾向にあり，被度，種類ともに増加傾向にある。

⑨　総合考察

　全体として進行遷移，増加傾向にある。

⑩　そ　の　他
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　方形区番号：HPQ－14（1979年6月5日設定）

（1）調査地名：福島県双葉郡浪江町

（2）群落名：アブラチャンーケヤキ群集

（3）海抜高：160m

（4）　方位・傾斜：SE　15。

（5）調査面積：5×5m2

（6）植生概観

　高瀬川沿いの渓谷林である。尾根筋にモミ林が生育するのに対して，漢谷沿いの不安定な斜

面に発達するこのケヤキ林は，ヤブツバキクラスの常緑植物をほとんど混生せず，アブラチャ

ソーケヤキ群集と判定される。

（7）群落構造の動態

高木第1層の高さ（m）

高木第1層の植被率
　　　　　　（％）

22

i・・

調　査　瞬　期

調 査 次

’79春

①

22　　22 22

80

’79秋

②

80 P80

’80春

③

’81春

④

22 22

80　　80

’82春

⑤

’82秋

⑥

22　　23　　23

80 奄W0い0

’84秋 ’85春　　’85秋

⑦回⑨
　第7次調査以後，高木第1層の高さが22m→23mに増加している。また，低木層も第7次調

査以後4m→5mに生長している。

（8）構成種の動態

　（i）出現二二の増減

出　現　種　数

調　査　時　期

調 査 次

13　　！6

’79春

①

’79秋

②

16

’80春

③

19 ・・ P22

蹄瞬鮒
2！　　22　　24

1’84秋　　　’85春　　’85禾火

④⑤⑥⑦ P⑧ρi
　しだいに出現種数が増加する傾向がある。第5次調査以後は21－24種とあまり変化がみられ

ない。

　的　全調査時を通じて全く変化のない種：9種

　オニイタヤの木本の他は，草本植物のゴンゲンスゲ，セントウソウなどで，全出現種数の

1／3がまったく変化していない。

㈹量的変化（被度群度の増減）が兇られた種・4種
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　ケヤキ，コクサギ，イ十四モミジ，アケビの4種でいずれも増加傾向を示している。

　（iv）特定の階層にのみ消長が見られた種：0種

　（v）全階層を通じて消長を伴う変化が見られた種：16種

　被度・群度，いずれも÷のごくわずかの消長であり，群落全体としては問題にならない変化

である。

　（vl＞構成種の動態特性（特に遷移とのかかわりで）

　若干増力噸向にあるものの，ほとんど遷移，変化していない安定した林分ということができ

る。

（9）総合考察

　出現種類も少なく，自然林であることから，相観，種組成，群落構造が安定している。

⑯　そ　の　他

高木第1層・高木第2層（太線），低木層（細線）
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　　　5：Aん6∂∫α9μ加α∫α　アケビ

　　　6：Wo如8∫z侃例廊　エイザンスミレ

　　　7：㍑ガoρ8〃3加01層　ヒメヤブラン

　　　8：Clzα〃zα8飴♂8α〃1めβ〃∫　セントウソウ

　　　9：菰漉ツ1ゼκ1μノzψo／z∫α〃π　イヌワラビ

　　　10：G6～〃μノO！♪o厩α4ノπ　ダイコンソウ

　　　111Cαノ冠τ5αビノ1認～π即～∫～∫　ゴンゲンスゲ

　　Fig．14植生投影図（HPQ－14）
Die　Artenverbreltungskarte　inl　Dauerquadrat　HPQ－14．
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　方形区番号：HPQ－15（1980年6月4日設定）

（1）調査地名：福島県双葉郡浪江町

（2）群落名：アワブキークマシデ群落

（3）海抜高：260m

（4）方位・傾斜：SE　30。

（5）調査面積：7×7m2

（6）植生概観

　高木層にクマシデ，クリが優組し，林床にスズタケが繁茂する夏緑広葉樹の高木林である。

このアワブキークマシデ群落は，種組成的にもやブツバキクラス域の上限付近に生育する夏緑

広葉樹の自然林と判定される。

（7）群落構造の動態

高木第1層目高さ（m）
・9旨・｝19｝・9i・9｝lgi19

醐、聯被率1，。9。9。9、，9。9。9。

調査

調 査 次「①②③馴⑤i．⑥⑦
高木第1層の高さおよび植移率はまったく変化がみられない。高木第2層では，第6次調査

以後3m一→3．5mに高さが増加している。

（8）構成種の動態

　（i）　出現種数の増滅

煎本層の植被率は減少する傾向がある。

出現種物・一・li・・35142i42
三論期i露糠…．蹄：鮒i露瞬i踊k」

調 査 次①②駈∵痢⑥⑦
　第4次調査で29種と少ない以外は，あまり変化がみられない。

　（ii／全調査時を通じて瞬く変化のない種：！3種

　高木層を占めているクマシデ，クリ，林床のスズタケをはじめ，ヤブムラサキ，メグスリノ

キ，ウツギ，ヤマウグイスカグラ，リョウブ，ウリノキなどの木本植物を中心に全く変化して

いない。

⑱量的変化（被嵐群度の土曽減）ヵ現られた種・7種
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　イワガラミ，カヤ，ツタウルシが減少傾向で，タマアジサイ，タチツボスミレ，フモトスミ

レが増加傾向といえるが，ごくわずかの変化である。

　（iv／特定の階層にのみ消長が見られた種：4種

　ケヤキ，モミ，サワシバとアワブキの木木植物4種であるが，量的にはごく少ない。

　（v｝全階層を通じて消長を伴う変化が見られた種：21種

　林床に生育する草本植物が中心で，ヤブレガサ，ミヤマィラクサ，コチヂミザサ，ヒメノガ

リヤスなどである。いずれも植被率が小さく，群落全体の相観に変化を与えるようなちがいは

みられない。

　圃　構成種の動態特性（特に遷移とのかかわりで）

　林床の草本糖物や木本植物の芽生えは，調査次薙に若干の侵入種が見られるものの，ほとん

ど種組成，優占種に変化はない。

（9）総合考察

　上記の変化はいずれもごく小さなものであり，自然林特有の種組成，構造の安定した状態を

維持しているといえる。

鱒　そ　の　他
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高木第1層・・il…≒1木第2層（太線），低木層（細線）
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　　　5＝Cのψ加郡‘oプゴ財αサワシバ

　　　6＝孟‘7εノ弓π漉。ωz58　メグスリノキ

　　　7＝五〇短。82闇αg澱δ∬ψ85　ヤマウグイスカグラ

　　　8：7bノブ笠yαノzzκウ勉’・α　カヤ

　　　9：姦ザ‘めd～～ZO読♪”α¢CO」じアプラチャン

　　　10：5α5αゐ。ノ’8αZ～5　スズタケ

　　　11；聾oZαgびρ068ノ卿α∫　タチツボスミレ

　　　121＆ん∫zg助プαg’〃3αh5，41¶απg80’48∫　イワガラミ

　　　13：ノ1加∫Z忽6αψ’‘認α如キッコウハグマ

　　　14：5〃認α露5飽ゐoZ漉ガ　ヤマガシュウ

　　　15：五％z～4α〃ゐz‘♂’〃Zoノ∩α　ヤマスズメノヒエ

　　　16：Co癖。∫θ盈‘〃’プ7Z∫c’ノz〃μ　ミヤマセンキュウ

　　　17；▽勿Zαメ）z‘〃～f々。　フモトスミレ

　　Fig，15植生投影図（HPQ－15）
Die　Artenverbreitungsl《arte　lm　Deuerquadrat　HPQ－15．
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　方形区番号：HPQ－16（1979年6月3臼設定）

（1）調査地名：福島漿双葉郡楢葉町乙次郎

（2）群　落　名：カスミザクラーコナラ群落

（3）海抜高：380m

（4）方位・傾斜：　20。

　　　　　　毒
（5）調査面積：10×10m2

（6）植生概観

　高さ18－20mに達する夏緑広葉樹二次林で，高木第！層はコナラを中心にコシアブラ，ヤマ

ウルシ，ホウノキなど夏緑広葉樹からなる。低木層には潜在自然植生の構成種であるモミが被

度・先度：2・2で生育している。またアセビの個体数がきわめて多い。

　林床には落葉の堆積が少なく，コケ植物がわずかに出現している。土壌はかたく，比較的乾

燥状態にある。

（7）群落構造の動態

献第、層の高さ（m）h8

　　　　　　　　1
18

高木第1層の

調　査　　時　期 ’79春 ’79秋

18 ・gi192・2…　2・i・・

85858560858590 P90

’80春 ’81春

調 査 次　　①　　②　　③　　①

’82春 ’82秋 ’83秋

鰍嚇
猿ｱ

⑥⑥⑦1⑧⑨⑩
　高木層および亜高木層がわずかに高くなっている。高木層における植被率の変動のはげしさ

（⑥）は調査時期による。低木層の植被率が除々に増加しているが，これはモミの伸長のため

である。

（8＞構成種の動態

　（D　出現計数の増減

　　　　　　　　；　　　i　　　i

・現種数 奄R7i38i3736
　　　　　　　　　糖i鰍騰i蹄1鱗魎
　　　　　　　　　　　i　　　　　　　i　　　　　　　i

38 奄R4

調　　査　　時　期

33　　　　30　　　　31　　　　32

調 査 次

　　i　i　i
謝i謝i藩i樹

①　　② ③　　④ ⑤ ⑥i⑦⑧
　…

⑨　　⑩

第7次調査より出現種数の減少がみられる。

（li）全調査時を通じて全く変化のない種：7種

ホオノキ，ガマズミ，ウラジロノキ，ツクバネウツギ，ウリハダカエデ，など木本植物が巾



60

心である。

　岡　量的変化（被度，群度の増減）が見られた種：12種

　アカシデ，コナラ，ネジキ，リョウブ，ヤマウルシ，アオハダ，マルバアオダモ，アセビ，

ナツハゼ，タガネソウ，ハリガネワラビ，チゴユリ。

　年次ごとにごくわずかな差異があるが，季節的なものである。

　（iv＞特定の階層にのみ消長が見られた種：6種

　ウリカエデ，エゴノキ，コシアブラ，クリ，モミ，ヤマツツジ。

　（v）全階層を通じて消長を伴う変化が見られた種：19種

　オヤリハグマを始め！9種である。調査時期の後半で消滅した種群にオオモミジ，イチヤクソ

ウ，ツルリンドウ，マキノスミレなどがある。

　（vi）構成種の動態特性（特に遷移とのかかわりで）

　増加の傾向にある植物にモミ，ウリカエデがある。低木層にわずかながらモミ林への遷移傾

向をみることができる。

（9＞　　総　合　考　努妥

　群落全体が構造的にも，種組成的にも安定しているため経年的な変化はほとんどみられない。

ただし，第9次調査の時に隣接するコナラ林が伐採され，その影響（とくに光の透入など）が

今後調査ワク内にも及ぶものと考えられる。

⑩　そ　の　他
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　　　13：W加ノフ～～〃1」τこ，プ～8ゾ～．耀　ミヤマガマズミ

　　Fig．！6　植生投影図（HPQ－16）
Die　Artenverbreitungs1｛arte　im　Deしlerquadrat　HPQ－16．
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　方形区番号：HPQ－17（1979年6月3日設定）

（1）調査地名：福島県双葉郡川内村熊ノ坪

（2）群　落　名：カスミザクラーコナラ群落

（3）海抜高：430m

（4）方位・傾斜：NE　！5。

（5）調査面積：10×10m2

（6）植生概観

　広野地区：の海抜300～450m付近に生育し，もっとも典型的な夏緑広葉樹の二次林である。高

さ16mの高木第1層にはコナラが広く新冠を被っているため，種組成は貧弱である。草本層に

高さL7斑のスズタケが被度・群度；5・5で優占する。

（7）　群落構造の動態

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・6．・脚担7i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　l『　」

高櫛騨V・…　9・8585i・・8・1828282

醐一・・m）｝・6161・1・・｝ 　i　l
16i16●51’6●5

調査時期腐i鰍瞬瞬口引鰍騰，繍臨｝
i調 査 次 ①②③④⑤⑥⑦⑧回⑩
　高木第1層目よび第2層がわずかに高くなった他はほとんど変化がみられない。

（8）構成種の動態

　（il出現種数の増減

出現種数22 P222322122212・）・81・91・

調査時期圃鰍睡図画鰍圃鮒睡陣
調 査 次　　①　　② ③i④釧⑥回⑧i⑨｝⑩

調査後半でわずかに種数の減少がみられる。

（i9　全調査時を通じて全く変化のない種：4種

高木層のアカシデ，ヤマボウシ，低木層のミヤマガマズミ，カスミザクラなどである。

岡　量的変化（被度，群度の増減）が見られた種：5種

ネジキ，アセビ，優占種のスズタケなど，しかし量的変化はごくわずかである。

（ivl特定の階層にのみ消長が見られた種：7種

コナラ，マンサク，ヤマウルシ，リョウブなどの木本層構成種が含まれる。これらも量的変
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化はおもに草本層（芽生え）にみられ，また季節変化によるものも多い。

　（v）全階層を通じて消長が見られた種：9種

　消滅した種はオトコヨウゾメ，ツクバネウツギなどで，第5次調査以後に新たに出現した種

は少ない。

　圃　構成種の動態特性（特に遷移とのかかわりで）

　主に草本層でオトコヨウゾメ，ツクバネウツギ，ウワミズザクラなどの樹木の幼苗が調査期

間中に消滅している。安定した林分のため5－6年の期間ではほとんど変化はみられないが，

除々に種組成が単純化していくものと考えられる。

（9）総合考察

　全般を通して殆んど質的変化はなく，安定した林分である。

⑯　そ　の　他

　第7次調査前後に，調査ワク内に人間の立入りのあとが認められたが，植生への影響はない。
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「一時期塵藻騰國幽i鰍囲鮒…
調査次①②③④⑤⑥⑦i⑧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑨』q

L

　高木摺の高さが漸増している他は変動が少ない。なお6－8次調査での植被率の低下は調査

時期の遅れによるものである（調査地が高海抜地にあり，落葉の時期が他の地点よりも早い）。

（8）構成種の動態

　（i）　出現種数の増減

出現 D墨数｝66回79〕83國77睡回79レ7｝
　　　　　　　　期瞬i・鰍瞬i糖瞬隔i鰍i謝｝嚇臨｝

　方形嬢番号＝HPQ－18（！979年6月3日設定）

（1）調査地名：福島県双葉郡川内村高見曽根

（2）群　落　名：カラマツ植林地

（3）　　幸毎　　抜　　高　：600m

（4）方位・傾斜：L

（5）調査面積：10×10m’

（6）植生概観

　平坦地に植栽された高さ20mに生長したカラマツ植林である。樹令はおよそ30年内外と推定

される。

　いままで枝落しや下草刈が行なわれてきた植林であり，定期的な人為的影響は植生に多面的

要素をもたせ，種組成の変化を少なくないものとしている。管理が悪くつる植物が多い。また

陽樹の侵入が見られる。群落構成種はきわめて多い。

（7）群落構造の動態

厩第廓ω回．ﾛ「阿㎞拒塗図幻凹
1献第・一十、1・・1・・9（｝9・9・6・圃651・・1・・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　回⑧⑨⑩

　出現回数にきわめて変動が多いが，①調査ワク内の構成種が多い，②季節による構成種

の消長がいちじるしいなどの源因による。

　（ii）全調査時を通じて全く変化のない種：11種

　木本植物のヤマグワ，ヤマウルシ，草本植物のヤブレガサ，ノイバラなどであるg

調　　査　　時

調　査　次i①②③①⑤｝⑥
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　（iii＞量的変化（被度，群度の増減）が見られた種：！9種

　高木層のカラマツとつる植物のツルウメモドキ，低木のカマツカ，草本植物のチゴユリ，ホ

タルブクロ，ヒカゲスゲなど多数の種が，ごくわずかな量的ふれを示している。

　（iv）特定の階層にのみ消長が見られた種：14種

　エゴノキ，カスミザクラ，タラノキ，ミズキなどいずれも低木や草本層などの低い階層に幼

苗の変動がみられる。

　（v）全階層を通じて消長を伴う変化が見られた種：6！種

　減少の傾向にある種群としてクロモジ，クサギ，ヒメシラスゲなど，増加の傾向にある種群

として，ヒメシロネ，シロヨメナなどがあげられる。

　（vi）構成種の動態特性（特に遷移とのかかわりで）

　多くの種に変動がみられるが，とくに遷移の勤きは顕著ではない。

（9）総合考察

　本植分はきわめて多数の植物で構成されているため，種類の存在の確認が事実上きわめて困

難であった。したがって，種の存否には季節による生育状態の変化が大きい要因として働いて

いる。とくに第6次調査の出現種数の大幅な減少は時期が遅いためである。

⑩　そ　の　他

　調査の途中でカラマツの落枝などがあったが，林床への影響は軽微であった。
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3：5ζ｝η「α¢ノ砂。π∫αzエコ“ノキ

41聾ゐμノ‘〃z〃〃．β1’o∫z〃〃　コバノガミズミ

5＝R1酬∫’ア噂～clzoごω診α　ヤマウルシ

6：Vノゐμ7フzμ1π読Zα如’z’〃～　ガマズミ

7：Coノブ～♂‘∫ご。／z〃。ηoノ写α　ミズキ
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12＝」％～．〃漁～α槻η〃。∫αvar．♂α8ηガ∫カマツカ

13＝V説∫ω∫9ノ～爾α6　ヤマブドウ

14＝Mα89〃。〃αo∂oτ，α’‘zホオノキ

！5：5∠こyノ’α記06α∬～α　バクウンボク

16：Wo伽gノりゲ＞066πz5　タチツボスミレ

17：温ん6飯αケヴbZ短如　ミツバアケビ

18：εyπ8蜘∫f∫ραZノ〃α’α　ヤブレガサ

19：丑5‘87弓5ごα∂8ア’シラヤマギク

20：Cα∠αノ1’α8ア。∫オ∫5ノ～αたωz6／15∫∫　ヒメノガリヤス

21：50〃げα9・励：9α一αz’敵zvar。‘磁z’ノぐα

　　　　　　　　　　　　　　アキノキリンソウ
22：G8漉1α〃αzo♂々ノ～g6ノ‘～　フデリンドウ

23：Ro∫‘z〃1～’々ヴ10／u　ノイノミラ

24：君y鰐如ノ‘4）o加6α　イチヤクソウ

251C～競z〃〃オα照たα‘～ノハラアザミ

26：C‘η・8ζむ5‘励αZ～ノ～8／1廊var．α々8〃～耀・1u

　　　　　　　　　　　　　　　　オオイトスゲ
27：＆，4）∫万読z〃〃∫8ノブ雄飽〃’　フユノハナワラビ

28：Bノ層αご／り｛汐・4々〃〃坑yんαオ～‘w〃’var31～∫58’w〃

　　　　　　　　　　　　　　　ヤマカモジグサ
29：Cα1・8諾Z‘〃z躍。／α孟α　ヒカゲスゲ

30：Rπ伽∫1〃～ご18ρρ1～くゾ画∫　ニガイチゴ

3！：Gα々π〃’．競たμ〃”‘g’〃rα　キクムグラ

32：Cαプ8」じ〃’oZ々α4‘♂　ヒメシラスゲ

33：Cα7『8欝Zθ’‘‘oc〃01・α　アォスゲ

34：C～競z〃πメ砂。π∫α6ノπ　ノアザミ

35：Cα〃ψαノ～認αρπ刀6顔如　ホタルブクロ

36：G8躍〃∫砂。加α〃ノ～　ダイコンソウ

　　　Fig．17植生投影図（HPQ－18）
Die　Artenverbreitungsl｛arte　im　Deuerquadrat　HPQ－！8，
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　方形区番号：HPQ－19（！979年6月2日設定）

（1）調査地名：福島県双葉郡広野町下箒平

（2）群落名：イヌブナーモミ群落

（3）海抜高：440m

（4）　方位・傾余…1：SE　30。

（5）調査面積：15×20m2

（6）植生概観

　高さ26mに達するモミの優占する自然林である。調査地は海抜440mで夏緑広葉樹林域に含

まれる。したがって，林内には常緑広葉樹の生育がほとんど見られない。イヌブナーモミ群落

にまとめられる。出現呼数も50種前後と多い。

　イヌブナ，アワブキ，アカシデ，メグスリノキ，イロハモミジ，サワシバなどブナクラス域

下部に特徴的に生育する種を中心に構成される。

（7）群落構造の動態

高木第、層囁、（m）1262626262626

早川、恵の植被率1，。9。9。9（）9。
　　　　　　　（％）i

　　　　　　　　　1
調　　査　　時　　期　i’79三 三擁灘騰
調 査 次　　①　　②　　③　　④　　⑤

80

’82秋

⑥

2626 奄Q6126

80

’83秋

⑦

80

’84秋

80

’85春

⑧　　⑨

80

’85秋

⑩

　高木第1層に変動はみられないが，高木第2層と低木層は高さを増している。草本層の植被

率は減少の傾向にある。

（8）構成種の動態

　（i）出現種牛の増減

出　現　種　数　　37

調　査　時　期 ’79春

調 査 次i①

38 39

ワ9秋i’80春

② ③

39

’81春

④

39

｝82春

⑤

31

’82秋

⑥

32

’83秋

⑦

33

’84秋

⑧

36

’85春

⑨

39

’85秋

⑩

　出現種数は第6次調査（’82年秋）から第8次調査（’84年秋）まで減少しているが調査時期に

よる季節変化の差である。

　（ii）金調査時を通じて全く変化のない種：9種

　アカシデ，イロハモミジ，キッコウハグマなど9種である。
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　側　量的変化（被度，群度の増減）が見られた種：10種

　高木層優占種のモミをはじめアワブキ，イヌブナ，コハウチワカエデなどが，ごくわずかな

量的変化を示している。

　（iv）特定の階層にのみ消長が見られた種：4種

　マルバアオダモ，ヤブムラサキなど木本植物4種，とくに草本層で変動している。

　（v）：全：階層を通じて消長を伴う変化が見られた種：29種

　増加の種としてシキミ，タカノツメ，コシアブラ，ブナなどがある。ウリハダカエデの8次

調査からの出現はそれまでの調査もれであろう。

　減少の種にはツタウルシ，トチバニンジンなどおずかである。

　（vi）構成種の動態特性（特に遷移とのかかわりで）

　ほぼ安定した終局群落である。シキミ，タカノツメ，コシアブラの増加によりわずかに変動

が認められる。

（9）総合考察

　高さ26mに達するモミの自然林であるため，種の変動はきわめて微小である。

⑯　そ　の　他
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　　Fig．18　植生投影図（HPQ－19）
Die　Artenverbreitungskarte　im　Deuerquadrat　HPQ－19，
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　方形区番号＝HPQ－20（1979年6月2日設定）

（1）調査地名：福島県いわき布小川町中戸渡

（2）群　落　名：カスミザクラーイヌシデ群落

（3）海抜高：500m

（4）方位・傾斜：L

（5）調査面積：8×12m2

（6）植生概観

　イヌシデ，コナラ，ヤマモミジをはじめカスミザクラ，ナツツバキなどが高さ20mの高木第

1層，高さ10mの高木第2層を形成している夏緑広葉樹の二次林である。

　林床にスズタケが被度・群度：4・3で優占している。

⑦　群落構造の勤態

群落の高さ（m）

群落の植被率（％）

調　査　時　期

20　　　　20　　　　20　　　　20　　　　20　　　　20　　　　21　　　　21　　　　21

・・
堰E・

’79春 ’79秋

調 査 次応　②

90 90 90

でゆ春i躇i騰

③μ・⑤

・・i・・i・・9・

’82秋 繭藩鰍…

⑥　　⑦　　⑧　　⑨

　高木第2層がわずかに高さを増している。草本層の植被率が漸増している。

（8）　構成種の動態

　（i＞出現鍾数の増減

出　現　種　数 29　　35　　35
3、137L，4 29

調査時期i糖i鰍鱒騰藤鮒1謝
28　　30

秘春1％秋F
　　l．．

調査 汢�B団⑤■⑦回⑨、
　出現種の変動は季節変化の影響をのぞけば少ない。

㈹　全調査時を通じて全く変化のない種：12種

　イヌシデ，オオモミジ，カスミザクラなど木本植物の多くが変化を示していない。

（iii）量的変化（被度，群度の増減）が見られた種：8種

　亜高木層のナツツバキ，モミ，ミズキ，サワシバなどや林床のスズタケ，チゴユリなどにご

くわずかな量的変化が起っている。スズタケの繁茂が進行している。

｛iv）特定の階層のみ消長が見られた種：2種
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　コナラ，コシアブラの2種。草本層で変動している。

　（v）全階層を通じて消長を伴う変化が見られた種：17種

　減少または消滅した種群にオオイトスゲ，キッコウハグマ，アキノキリンソウ，傾向のある

種群にミヤコザサ（スズタケの植被圧による）などがある。

　クマシデの第5次からの出現はそれまでの調査もれと判定される。

　圃　構成種の動態特性（特に遷移とのかかわりで）

　とくに動態を示す現象はみられな：い。

（9＞総合考察

　二次林ではあるが，比較的安定した林分であり，質的変化は5－6年のオーダーでは認めら

れない。

（1◎　そ　の　他

　調査の後半で隣接の二次林が伐採されたため，将来その影響が現われると思われる。なお，

第7次調査は行なわれていない。
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　　　Fig49植生投影図（｝IPQ－20）
Die　Artenverbreitungskarte　im　Dauerqu俵drat　HPQ－20．



73

　方形区番号：HPQ－21（1979年6月5日設定）

（1）調査地名：福島県いわき市川前町下桶売丸面

②群　落　名：カスミザクラーコナラ群落

（3）海抜高：500m

（4）方位・傾斜：W250

（5）調査面積：8×8m2

（6）植生概観

　高さ8mの蓋いコナラの優出する二次林。低木層にはヤマツツジ，サワフタギ，ウリカエデ，

ナツハゼなど乾生立地指標種群が繁茂している。草本層にはタガネソウが特徴的に生育してい

るが，被度は低い。立地は酉向でやや急傾斜の凸状の斜面に位置している。

（7）群落構造の動態

群落の高さ（m）　8 8 9　　 9．5　　10　　 10　　9，5　　9．5 10 10

群落・麟・％・堰E・1・・18☆5

調査時期i’79春
画面・80春卜8、春

　　　　1

90　　　　85　　　　85　　　　90　　　　90　　　　85

調 査 次　　①

’82春

②　　③ ④　　⑤

’82秋i’83秋

　　i 鰍⊥嚇i鰍
⑥　　⑦　　⑧　　⑨　　⑩

　低木層が2mから3mに高くなった他は各階層の変化は少ない。

（8）構成種の動態

　（i＞出現種数の増減

出　現　種　数i34
　　　　　　　　1

：34　　　　40　　　　42　　　　39 36　　　　40　　　　36　　　　36　　　　34

調査時期i囎…鰍i麟
　　　　　　　　i　　　　　・

咽蹄陣侮i謝岡鰍
㌔亙次回虫■・）■⑥．．望⊥⑧回⑩

　春季の調査で種の増記する傾向がみられる。

　㈲　全調査蒔を通じて全く変化のない種：8種

　低木層のガマズミ他4種，草本層のタガネソウ他2種。

　（iii）量的変化（被度，群度の増減）が見られた種＝！0種

　高木層の優占種のコナラをはじめ，リョウブ，ヤマツツジ，ウリカエデなどがごくわずかな

ふれを示している。ミマコザサが減少し，アズキナシの増加がみられる。

　飼　特定の階層にのみ消長が見られた種；5種
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　ヤマウルシ，アカシデなどが階屑を高めている。

　木本植物の芽生えの増加がカスミザクラ，ツノハシバミ，サワフタギなどにみられる。

　（v）全階層を通じて消長を伴う変化が見られた種：20種

　アケボノスミレ，ツリガネニンジン，ヤマユジなどが消滅している。

　回　構成種の動態特性（特に遷移とのかかわりで）

　発達途上の二次林であり，植生高が漸増しているが，遷移の進行を示すような質的変化はあ

まり目立たない。

（9）総合考察

　二次林であるが，群落としては安定している。

⑯　そ　の　他
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高木第2層（太線），低木層（細線）
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　　　6：αθ〃η・αゐαノ窃〃（ヲノ・愈∫　リョウブ

　　　7：Rノ躍∫’かご11．oビωソ）‘‘　ヤマウルシ

　　　8：Vαα，～π々〃πo躍1王α〃躍　ナツハゼ
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　　　！！＝乃W～照gπい，‘エπα　ウワミズザクラ
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　　　13：ゐfノ¶1（ソ）‘～〃’～〃。’ーヒメヤブラン
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　　　151Cαノ噛β諾／αノ～‘で。∠α’α　ヒカゲスゲ

　　　！6＝501～‘1ζ馨η’と．痂召と‘一αz〃－6αvar．ζ～5～α！～（㌻α　アキノキリンソウ

　　　17：漁海4∫万〃〃αモミ

　　　18：鐸6～oゐ／α5甜5‘．’ノ～．1ノ～o　アズマネザサ

　　Fig．20　植生投影麩［（HPQ－2！）

Die　Artenverbreitしmgskarte　lm　Dauerquadrat　HPQ－2L
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　方形区番号：HPQ－22（1979年6月3潤設定）

（1）調査地名：福島県双葉郡広野町長畑小前稲荷

（2）群落名：アカマツークロマツ植林

（3）海抜高：80m

（4）方位・傾斜：S　20。

（5＞調査面積：10×10m2

（6）植生概観

　広野地区およびその周辺の臨海域の植生を代表するマツ林（アカマツークロマツ林）である。

　クロマツを中心に植栽されており，アカマツ，スギ（高木第2層）も混じえる。

　高木第1層が27m，高木第2層が13mで針葉樹で構成されている。低木層は3mでアセビ，

ピサカキ，イヌガヤ，ムラサキシキブ，アオキ，マユミなどが郷士率75％で繁茂している。と

くに常緑植物の再生がいちじるしい。草本層にはヤブコウジとテイカカズラが密に生育してい

る。

　林床には巨岩が堆積しており，表層土の発達は比較的悪い。斜面が南向のため乾燥しやすい

立地である。

（7）群落構造の動態

高木第1層の高さ（m）i

：高木第・層の鳥目 ｱ、i8∵5185185「・・「・・「・・｝「・・

26　　　　26　　　　26　　　　27　　　　27　　　　27　　　　27　　　　27　　　　28　　；　28　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　80　；80

調　　査　　時 期瞬1鰍曝麟瞬1函画i謝癖1蝋1

調 査

次①②③④
　高木第1層の高さが増加をみせているが

率の増加する傾向を示している。

（8）構成種の動態

　くi）出現回数の増減

　　　　1

⑤　⑥i⑦　⑧　⑨　⑩

隣地率は変らない。一：方，低木届と草本層で植被

琵、現種数、8575257555，51、85、■48
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…

調査時 @1癒噸ll遊1醗　卿薫1塑…
調 査

次①②③④⑤⑥⑦⑧⑨⑳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．＿」

出現種数の増減がややはげしい。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　77

　簡　全調査を通じて全く変化のない種：8種

　優占種のクロマツの他アカマツ，ネジキ，モミ，アオキなどに変化はみられない。

　働　量的変化（被度，群度の増減）が見られた種；20種

　スギ，アセど，ヤブコウジ，ヤマイタチシダ，ムラサキシキブなど比較的植被率が高い種で

の変化は群度の変化はあっても量的には差がない。ヤマウルシ，ピサカキ，シュンラン，ナガ

バジャノヒゲがごくわずか増加している。

　　　　　　　ひ
　〔iv）特定の階層にのみ消長が見られた種：3種

　イヌガヤ他2種である。いずれの種もはじめはみられなかった草本層に出現し，わずかなが

ら増加している。

　（v＞金階層を通じて消長を伴う変化が見られた種：39種

　数多くの種が変動している。

　（vi）構成種の動態特性（特に遷移とのかかわりで）

　シロダモ，ツルグミなどのヤブツバキクラスの種の増加は，ヤシャブシ，ヤブマオ，ヤマハ

ギなどの陽生植物の減少とあいまって，群落遷移の進行とみなすことができよう。

（9）総合考察

　神社林であるために人間の立入は殆んどなく，林分は安定している。しかし，高木摺が錯葉

樹であることから，林内への透入光も多く，夏緑広葉樹の蚤的変化が起こりうる。

⑯　そ　の　他
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　　　　　　　　高本三三1層・高木第2層（太線），低木層（細線）

了葛フ1〈第1∫箇。i｛｛：｝∫列く第2∫齊（太線〉，イ薮オ」鱒（痢1瞬i泉）

4　　　12
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2

4

4

…3

　　・1
　　　　　56

4

5の　、

2

3

　

．（つ，

5

5

5

5

1㊦

5　　　　5

，1

L諭（工

①⊂】

　　　！：P～〃榔〃η’〃！π・ノ召ガクロマツ

　　　2：Cノ灘）診。〃鱒ゴαノαノ♪ω～’α～スギ

　　　3＝P～〃醐6♂（ノ〃∫プ！oノ層α　アカマツ

　　　4：E～の’αメψo〃～ぐα　ピサカキ

　　　5：P1（ηお露zメ）o〃’ぐμ　アセビ

　　　6：瓦～8ロ1¶α〃’ω脚／～．～〃プω　イヌザンショウ

　　　7：C‘z躍ぐαノ少αノ妙。〃～ω　ムラサキシキブ

　　　8：Lo／1ガ‘，8／u　8’1rα‘噛ノ1ψ（ノ∫var．8ゾαδノ膚α　ウグイスカグラ

　　　9：醗αぐ1い，～蝦‘5か「αe（7αむ　キブシ

　　　！0：2τz’‘ノノ～）・ノノ～z’∫51‘ノみ。～1ご11ζz〃ビ’∫　r7ニユーミ

　　　11：描・‘～・‘1θπかω鴻αωzが爾ヤマツツジ

　　　12：αzZ”ぐαノソ〉αノ〃011～5　ヤブムラサキ

　　　131！1：1〃‘～fゐα露ψ0ノ～～ビα　アオキ1

　　　14：君～‘・〃ツ〃’”5‘z々エ∫”∫var．・ψ∫4〃’∫f．‘，〃αオ048〃∫‘勲5コマ・・ミ

　　　15：五ノY1～31αノαρoノ～ノぐα　ヤブコウジ

　　　16：／）ノび，0！＞’｛η廊8ノりノ”η’o∫oノ¶α　ベニシダ

　　　17：0メ》1厚ρρogo〃ノ‘4）o／z’c〃∫　ジャノヒゲ

　　　玉8：7㌔‘αc配Zo∫♪（碧，r遅班α∫’‘癖αθ〃．　var．ピ寵ω’ノ〃e4々‘濯　テイカカズラ

　　　！g：Cψ1zガρρogo’～01沈σ～∫　ナガパジャノヒゲ

　　　20：C5・〃痂4加〃go61癖～9〃シュンラン

　　　21：P6按yα5α切48ノ～∫　コウヤボウキ

　　　22：7ヲ～．8α訪κ’〃∫’5　チャノキ

　　　231Nlz〃4初α‘～ρ〃’8∫∫～‘α　ナンテン

　　Fig．21植生投影図（KPQ－22）
Die　Aftenverbreitungskarte　im　Dauerquadrat　HPQ－22．



79

　方形区番号：HPQ－23（1979年6月3日設定）

α）調査地名：福島県双葉郡広野町南沢奥

（2）群　落　名：カスミザクラーミズキ群落

（3）海抜高：340m

（4）方位・傾斜：NE　15Q

（5）調査面積：！0×10m2

（6）植生概観

　高さ18mでミズキが優即する二次林，湿生林。第9次調査では出現種数が76種と多い。沢ぞ

いに発達しているミズキ優占の湿生林，4層群落を形成しているが，特に草本層の発達が良く，

キバナアキギリ，フタリシズカ，モミジイチゴ，サワハコベ，ダイコンソウなどの多数の多年

生草本植物が高い植被率で生育している。

（7）群落構造の動態

高木第1層の高さ（m）　18 ！8

　i　　　‘1

18i181！8
　i　　　　　　　i
　l　　　i

　　18120
　i

20　　20

　　　　　　　　1
高木第1層菰被ｱ、1909091）90

調査時剛糖1鰍嚇i露

調 査 次　副②　③ ④

・・ �E…［・・．

　　i　i　　［　i
騰i謝i鰍嚇i鰍i
⑤　　⑥　　⑦　　⑧ ⑨

　第7次調査以後，ミズキを中心とする高木第1層の高さが18mから20mに増えている。高木

第2層の植被率は，第5次から第7次調査まで40％となっている。

（8）構成種の動態

　ω　出現種数の増減

・客種釧58・3
　　　　　　　　1
調　　　　査　　　　時　　　期　　1’79春

　　　　　　　　i

調 査 次 ①

’79秋

②

49 P6764

’80春　　’81春　　’82春

③　　④ ⑤

48　　60

　　ミ

謝1鮒
　　1

⑥　　⑦

75

’85春

76

’85秋

⑧1⑨

出現回数が多い調査区であり，種の消長および増減がはげしい。

（ii）全調査時を通じて全く変化のない種：4種

ミズキ，カスミザクラ．ヤマウコギ．ハリギリの木本植物4種である。

幽　量的変化（被度，群度の増減）が見られた種：17種

低木類のヒノキ，ヤマモミジ，ウワミズザクラ，ノイバラの他，草本植物のキバナアキギリ，
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ミズヒキ，ダイコンソウ，ボタンヅルなどであるが全調杳時数を通してみると，ほとんど変化

なしといえる。

　（iv）特定の階層にのみ消長が見られた種：3種

　ケヤキ，ニワトコ，ヤブデマジの木本植物3種でニワトコ，ヤブデマリは生長に供う増加で

ある。

　（v＞全階層を通じて消長を伴う変化が見られた種：135種

　谷部の湿生立地の森林だけに，林床に生育する草本植物は多く，これまで消長にかかわった

種数は135種にのぼっている。消失した種よりも，新たに侵入した種の方が目立っており，ヤ

マウグイスカグラ，ヤマジノホトトギス，キヅタ，コナスビ，タマブキ，ミヤマタニソバなど

25種以上にのぼっている。

　（vi）講成種の動態特性（特に遷移とのかかわりで）

　上層の木本植物にはほとんど変化なく，また林床の多くの生育種も全体としては，侵入増加

傾向にあり，林床の安定学こはまだ時間がかかると考えられる。

（9）総合考察

　自然に近い森林植生であることから，高木層には，まったく変化なく，また林床の動態も湿

生林特有の生育種の多さからくるものと考えられる。

⑩　そ　の　他
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高木第1層・高禾第2層（太線），抵木層（細線）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タイアザミ

20：翫ノ互Cz‘Zα61zガπ8／z∫∫∫　ウマノミツ／ミ

21：Gθ躍μ∫妙。ηfα〃ノ3　ダイコンソウ

22：α817雄彦ガ∫4がサbあα　ボタンヅル

23：．Aαzπ擁9カα刀ακ5f8う。♂漉απz45　ウコギ

24＝∠Lカz∫Zガα8αα（7βr洒♂∫αvar．5z4う＠06薩

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オクモミジバグマ

25：CαごαZゴαル7：ノ2η・α（痂あαvar．　Zη4ゐヴ診πz

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タマブキ

26：εαん∫α加”o海6α　キバナアキギリ

27：ノ1改yノ層αノz”Lθ5蚕砂。ノ漉α　ヒカゲイノ謙ズチ

28：A”りη’飯班」妙。／z∫ごμ班　シケシダ

29：B7・α‘1醒）oo勉〃η鞭Z7α”α〃μ　var．〃亙∫8ノマ〃μ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤマカモジグサ

30：Cノつ4）’oオα82zfζzメ。〆）oノ～ガ‘‘z　　ミ　ツ／ミ

31：Cαノ’8エノ妙07漉α　ヒゴクサ

32：GαZ加μた施〃濯ぐgz‘2’α　キクムグラ

33：温∫オ8ブα9θ剛。～48∫var．1zα1・αθf．　Z8～καη’13z4∫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シロヨメナ

　　　　　　　　　植生投影図（HPQ－23）

Die　Artenverbreitungskarte　im　Dauerquadrat　HPQ－23．

　　　　む　　　コ
　　　　12　1〔il

　　　。。　i
　　　｝ソ　190i
　　　　　J・・1

　　　　　”．gi

②曾蹴
？ジ・　i
　　　　　2929i
　　　　　。。i

　　　　　　　　i

　　　　　　　　｛

　　　　　　1苛
　　　　　　　やま7

　　　　　　　驚
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　：方形区番号：HPQ－24（！979年6月2日設定）

（1）調査地名：福島県いわき市上小川

（2）群　落　名：カスミザクラーコナラ群落

（3）海抜高：600m

（4）方位。傾斜：E・15

（5＞調査面積：5×！0m2

（6）植生概観

　山地の尾根に近い東斜面に残されている夏緑広葉樹林。

　ミズナラが優占し，クリ，ウリハダカエデ，イヌシデなど多数の夏緑広葉樹類が混生してい

る。低木層はコゴメウツギ，ガマズミ，フジなどの低木類の被度が高く，草本層ではミヤコグ

サが優占している。

（7＞群落構造の動態

一一lm・1・・｝・・

高木第！層の植被率
　　　　　　（％）

85　　85

20 20

調　査　時　期

85　　85

ワ9春 鰍1騰i轡

20　　20
・…　2・1

85

’82春

調 査 次　　① ② ③①i⑤

85　　85 85　　85

謝鰍 P騰 ’85秋・

⑥ ⑦⑧i⑨i

　群落構造の変化がほとんどみられない方形区である。

（8）構成種の動態

　（i／　出現種数の増減

｝土1　　現　　　種　　　数　　　　34　　　41　　　44　　　38 41　　　33　　　35　　　39　　　41

調　査　時　期

調 査 次

藩繭躇糖騰厨ト鰍睡鰍！

①②③③⑤⑥⑦⑧⑨
増減の変化が少ない。

　（ii）全調査時を通じて全く変化のない種：！3種

　高木層を占めるミズナラ，コナラ，クリ，クマシデをはじめ，低木層のコシアブラ，ウラジ

ロノキ，ヤマツツジ，サンショウ，ヤマモミジなど木本植物がそのほとんどである。

圃　量的変化（被度，群度の増減）が見られた種：U種

高木類のアサダ，マルバアオダモ，ウリハダカエデの勉は，低木類が中心で，コゴメゥッギ，
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モミジイチゴ，ミヤコザサ，フジ，スズタケ，ムラサキシキブなどである。コゴメウツギ，モ

ミジイチゴ，ヤマウグイスカグラは減少傾向に，アサダ，スズタケは増加傾向にある。

　〈iv＞特定の階層にのみ消長が見られた種：3種

　ムラサキシキブ，イヌシデ，サワフタギの3種で，ムラサキシキブは減少傾向に，他の2種

は増加する傾向にある。

　（v）全階層を通じて消長を伴う変化が見られた鍾：25種

　主に林床の草本植物や低木類であるが，いずれも植被率の少ないものであり，全体として問

題になる種の消長はないといえる。

　岡　構成種の動態特性（特に遷移とのかかわりで）

　好陽性のコゴメウツギ，ミヤコザサの衰退傾向がうかがえ，安定した森林植生へと遷移しっ

っ傾向がある。

（9＞総合考察

　山地の比較的自然に近い二次林であり，また林床がササ型であることから，種組成，構造は

安定している。

㈹　そ　の　他
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高木層・高木第21韓
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低木層
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互o
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草本層

！1

①

聖2

　　

○

1：

㊥

1：Ao8ノ・ノ・ガ珈θ測θ　ウリハダカエデ

2：0鏑ツαノ妙。η∫偲　アサダ

3＝Qκのτπ5η」02zgo々。αvar．8’1辱055856’『ハα’α

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミズナラ

4：Qz躍ノで～4∫∫召ノγα躍　コナラ

5＝IF｝’α頭πμ5∫溜ろ。認～α〃α　マルバアオダモ

6：Cζ～ノγ）’ノ～’‘5’5‘ノ10〃。∫凝～　イヌシデ

711F｝・α瞬ノ濯5　Zα刀’‘9’加。∫α　アオダモ

8：50rう郡ノ吻）o刀～6α　ウラジPノキ

9：τ々伽ノッZ」〃〃．読Z認‘♂’κノ〃　ガ・マズミ

！0：5’‘「力乃αノ～απ42マz∫ノ～c’∫α　コゴメウツギ

！l：＆z躍加ノ・8αZ∫∫　スズタケ

　　　Fig，23植：生投影図（HPQ－24）
Dle　Aτtenverbreitungskar亡e　im　Dauerquadrat　HPQ－24
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　方形区番号：HPQ－26（1979年6月2日設定）

（1）調査地名：福島県いわき市三禰町館下下永口

（2）群落名：スギ植林

（3）海抜高：460m

（4）方位・傾斜：S　5。

（5）調査面積：5×10m2

（6）植生概観：

　山地の谷あいに植栽されたスギの人工林。高木層は18mにもおよぶ高木林であるが，林床は

整理されており，3層群落を形成している。しかし低木層，草本層の植被率は低い。

（7）群落構造の動態

高櫛層の高・・m・ 18 18　　18

高木第1層の植被率i80　80　80　80
　　　　　　　（劣）i

　　　　　　　期i藩i鰍：・曙ξ孫囎「認i副

80　　80　　80 80

18

調　査　　時

80

1調 査

’85春1’85禾火

　　！『

次①②③④⑤⑥⑦⑧⑨
　草：本暦の植被率の変化が大きい。第1次調査に20％であったものが第9次調査では80％に増

えている。

（8）構成種の動態

　（i）出現二二の増減

i
出現種数　51355457544145159〔56

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ

調一期
調 査次①②③④⑤｝⑥⑦⑧⑨

　第2次調査が35種と最も少なく，第9次調査が66種と最も多いが，他の調査次では41～59種

となっている。

　（ii）全調査時を通じて全く変化のない種：7種

　フジ，ムラサキシキブ，ヤマウコギ，クマシデなど低木植物が中心であるが，いずれも植被

率が低く，全体に占める割合いも小さいものである。

　㈹　量的変化（被度，群度の増減）が見られた種：15種

　キバナアキギリが明らかに増加傾向にある他は，変化量はいずれも小さいもので，モミジガ
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サ，アオイスミレなどがやや減少傾向を示しているにすぎない。

　（lv）特定の階層のみ消長が見られた種：0種

　（v）全階層を通じて消長を伴う変化が見られた種：133種

　林床に生える低木，草本植物であるが，133種ときわめて多くの種が，これまで消長に関与

してきた。あきらかに途中で消失した種はエゴノキ，ヤマウグイスカグラ，カスミザクラ，フ

ユイチゴなどの木本植物であり，下草刈りの為と思われる。代って，コチヂミザサ，アマチャ

ヅル，フタリシズカなど多くの草本植物が侵入してきている。

　（vi）構成種の動態特性（特に遷移とのかかわりで）

　林床植物の種類が多く，毎年のように，若干の変動が見られ，林床がまだまだ安定していな

いことを示している。

（9）総合考察

　林床の下草刈りの影響が認められることや，暴風雨時の落葉・落枝が多く，こうした人為的，

あるいは自然環境のアクションによる影響が強く現われているといえる。

⑯　そ　の　他
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1：C1響）孟。〃’6ノー！ζり確＞oノ～1ω　スギ

2：＆ψ1Lα〃αノκZ耀功‘1おα　コゴメウツギ

3：擁ノu♂～【zごZ‘z診α　タラノキ

4：ゐ・π幽一α9アα‘～♂ψ召5var．　g価1・α

　　　　　　　　　　　　　　　　　ウグイスカグラ
5：5リワ『α認ノ砂。〃1ビαエゴノキ

6：Rτめ醐ビノqα忽θ9’ヴbZ如∫　クマイチゴ

7：ハ4∂耀∫ゐ。〃～．ゐyc’∫　ヤマグワ

8：Z々π疏0澱y♂z〃〃ρ’ρβノ伽〃〃．サンショウ

9：3α〃めど‘αび∫1c∂o♂4’αノzα　ニワトコ

10：3α∫α癖〃）o〃～cα　ミヤコザサ

11：琉。♂α8詑α〃伽5～3エイザンスミレ

12：CαcαZ危どβ砂1z∫疵ケb♂1α　モミジガサ

13：α8；〃α廊ψ痂1～αボタンヅル

14：毒π認8∫～5ρα”〃α故　ヤブレガサ

15＝CZ～ノzg1）06”～．〃μ9’ノ層αcガZ‘～va「・”呂z4Zオ～‘「‘～～ぜZ6

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤマトウバナ
16：A∫ご6ノ・α9β・・α‘・漉5var．1zα1・αθf，　Zβ～μ7α〃伽∫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シロヨメナ
17；翫ノz∫α冨αclz融81～∫廊　ウマノミツバ

181・Rzめ∫ααんα1躍　アカネ

19：7偽．晦桝6ノ廊メ）α～z45”廊　ヒメシダ

20：ノ民ε翫αg厩〃α此‘アケビ

2！：Cα’・6エZ6z‘（〕oc1～♂o’・α　アオスゲ

22：ゐ（4＞’o〃〃μo／z’・α〃z19’‘6々α〃α　ナライシダ

23：Erむぞ1’o〃α〃〃z曜∫　ヒメジョオン

24：D’o∫co1¶6α望厩ノz壁’‘6♂oゐα　カエデドコロ

25：Cα’ψ∫πz65ノ曜＞01～1‘｝α　クマシデ

26；％ααcプ。頗‘侃　ミゾイチゴツナギ

　　　Fig．24植生投影図（HPQ－26）
Die　Artenverbrei亡ungskar亡e量m　Dauerquad鰍t　HPQ－26．
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　：方形区番号：HPQ－27（1979年6月5日設定）

（1）調査地名：福島県いわき市久之浜金ケ沢

（2）群　落　名：マサキートベラ群集

（3）海　抜　高：50m

（4）方位・傾斜：E25。

（5）調査面積：5×5m2

（6）植生概観

　高さ12mのクロマツが優占する林床に，高さL5mでトベラを中心にヤブツバキが低木層を

形成する海岸風衝地の自然林。

（7）群落構造の動態

高木層の高さ　（m） 11　　　　1！　　　！1　　　12　　　　12　　　　12　　　　14

高木願の植被率　（％）i70　　70　　70　　75　　75　　75　　75

調査時期i備i鰍陣藩歴i蚕i璽

調 査 次①②③の⑤⑧1⑦
　高木層のクロマツが1！m→12m→14mと生長している他は，あまり変化がない。

（8）構成種の動態

　（i）出現種数の増減

琶畳　　　現　　　種　　　数　　　　21　　　　23　　　　21　　　　26　　　　25　　　　18　　　　！9

調査時期 ﾄ轡隠隠踵1182愁、轡
調 査 次1⑦②③④⑤⑥⑦

　あまり変化のみられない。

　（iil全調査時を通じて全く変化のない種：7種

　低木層を占めるトベラ，ヤブツバキの他，シロダモ，アセビの低木の芽生えやススキ，ヒメ

カンスゲ，スイカズラは全く変化していない。

　㈹　量的変化（被度，群度の増減）が見られた種：6種

　優占種のクロマツをはじめ，ヤブコウジ，キッコウハグマ，ヒメヤブラン，オオバジャノヒ

ゲ，ピサカキの常緑植物で，概して増加傾向にある。

　／iv＞特定の階層にのみ消長が見られた種：0種
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　階層的な変化があったものはない。

　（v）全階贋を通じて消長を伴う変化が見られた種：19種

　ミヤマナルココリ，ツタウルシ，ヤマユリ，ゼンテイカ，イヌヨモギ，オケラなど多くの種

が消失しているのが自立っている。代って侵入した種はツルマサキ，ジャノヒゲ，イヌツゲで

ある。

　（vi＞構成種の動態特性（特に遷移とのかかわりで）

　　　　　　　　つ
　海岸の特殊立地であり，構成種も比較的少なく，ほとんど遷移移行する気配がなかった。

（9）総合考察

　海岸風衝低木林で，構成種は限定されており，新たに侵入，消失する種はほとんどなく，安

定した状態が続いていた。

⑯　そ　の　他

　1985年に全面伐採され，以後の調査不可能となった。
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4＝E岬ッαノ妙。加6α　ピサカキ

5：ルー読5’∫ノα〆）ω～1ごα　ヤブコウジ

6＝M∠5cα雇1～．雌訪～召〃∫～∫　ススキ

7：〆1深田αピαα〆坂二Zf面’αキツコウハグマ
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91〃【切の・侃α醸　イヌツゲ
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！3：八二。醗58α561安6‘乙　シロダモ

14：Cαノ〃6〃αノ‘4）ω～ゴビα　ヤブツバキ
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　　Fig．25　植生投影図（HPQ－27）
Die　Ar亡enverbreitungs1くarte　im　Dauerquadrat　HPQ－27．
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　方形籔番号：HPQ－28（！979年6月3日設定）

（1）調査地名：福島県いわき市下仁井田新舞子

（2）　馨洋　量客　名：クロマツ布直林

（3）海抜高：5m
（4）方位・傾斜：L

　　　　　　　　ゆ（5）；調査面積：20×5m2

（6）植生概観

　砂丘後方の防風用クロマツ林。群落高15mにおよぶクロマツ林で，高木，低木，草本層の3

1曹群落を形成している。抵木／曹にはトベラ，シロダモ，ピサカキなどの常緑低木類の三度が高

く，草本層でもヒメヤブラン，ジャノヒゲの：被度が高いほか，ヤマカモジグサ，スイカズラ，

ススキなど多くの夏緑性草本植物が生育している。

（7）群落構造の動態

高木第1潜の高さ（m）

　　　　　　　　「
高木第1層の植被率　｛75
　　　　　　（％）i

1・
堰I4i！・i！5i・5

　i　　…　　i　　l

　　　　　　i　　i
15　　　15．5　　15．5　i15．5　i　15，5

　　　　　　i　・

調　　査　　蒔　　期 ’79春

調 査 洲①

75757575 P7575
　　　　　　　　　！

75　　75　　75

鰍隔騰鱗臨画：璽細謹整1
　　　　　　　　　　　　　

②③④⑤⑥1⑦　　　　　　　　　　　　1
⑧　⑨1

　高木層のクロマツはほぼ伸長生長が停止している。

（8＞構成種の動態

　（i＞出現種数の増減

嵐現波数39364041
40

調　査　時　期

調 査 次

．一一一一一一

31　　　　42　　　　37　　　　36　　　　36

裾岡囎畷鱒瞬隔画藩画
① ②i③i④1⑤團⑦ ⑧　　⑨　　⑩

全期間を通じて出現種数は安定している。

6次調査での減少は調査時期が遅かったため。

㈲　全調査を通じて全く変化のない種：7種

シロダモ，カマツカ，ピサカキ，サンショウなど7種。

圃　量的変化（被度，群度の増減）が見られた種：！2種

ガマズミ，スイカズラ，ヤマカモジグサ，ヒメヤブラン，センボンヤリなどおもに草本層構
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　成種にわずかな量的変化がみとめられる。とくにコマツナギ，ミツバアケビ，ツルウメモドキ

　が増加の傾向にある。

　　（iv）特定の階層にのみ消長が見られた種：2種

　　クロマツ，トベラが草本層に芽生を生じている。

　　（v）全階層を通じて消長を伴う変化が見られた種：40種

　　キヅタ，マサキなどのヤブツバキクラスの種群の増加がみられる。同時にヘクソカズラ，ノ

　ブドウ，アケビなどのマント群落の種の増加も起っている。

　　（vi）構成種の動態特性（特に遷移とのかかわりで）

　　常緑広葉樹（トベラ，キヅタ，マサキ）の芽生が少しずつ増加しており，ゆっくりした遷移

　を見ることができる。

　（9）総合考察

　　砂丘上に発達した植栽起源のクロマツ林であるが，林床にヤブツバキクラスの種の増加とと

　もに，マント群落構成種の侵入もあり，比較的構成種に変動の多い林分である。

　　道路に隣接しているが，クロマツの生育状態は良好である。

㈹　そ　の　他
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5＝V1加ノ・〃～〃〃ζ1ノ！α’α々〃〃　ガマズミ

6＝抽。陀∫8α∫げか‘：孜τシロダモ

7：．L81わ〃～詑’αα〃αη4万α　センボンヤリ

8：5〃曜礁訪加α　サルト夢イバラ

9：ハ4ノ∫ω泌1耀∫5加8ノ～∫～∫　ススキ

1G：B／rα改yρo幽‘〃尉yんα∫！α〃〃v飢〃癖8プμ〃’ヤマカモジグサ

11：0ρ1～～砂ogo’～01π面ノ　ナガバジャノヒゲ

12：ん〃ρ1zfcαノブ）ααエケ～∫ρ8ノブ〃α　ヤブマメ

13：5〃～．～Zα灘5融うoZ漉∫　ヤマガシュウ

ユ4：擁プ諺3飯ノ妙。癖偲　ヤブコウジ

15：・4醜〃廓ぬ♪万2～αψ∫　ヨモギ

16：ゐω漉8ノ’αノ‘ψo漉。α　スイカズラ

！7：Eガg61’oπα1zπμμ∫　ヒメジョオン

ユ8：盛た6痂αかヴb々配ζ～　ミツバアケど

　　Fig．26植生断面図（HPQ－28）
Die　Artenverbreitungskarte　im王）auerquadrat　HPQ－28．
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　：方形区番号：HPQ－29（1979年6月3類設定）

（1）調査地名：福島県いわき市下大越磐城舞子南

（2）　輩洋　落　名：クロマツ有直；林

（3）海抜高＝3m

（4）方位・傾斜：L

（5）　言題査謬言i葉責：5×5nユユ

（6）植生概観

　砂丘上に人工的に植栽されたクロマツ林。まわりは砂防用のよしずがはりめぐらされている。

クロマツは樹高は調査開始時！．4m程で植被率20％と低く，ヨモギ，スギナ，ミヤコグサ，ハ

マエンドウなど多くの草本丁丁が生育し，丁丁率も80％にもおよぶ。

（7）群落構造の動態

1一高・・m・園・∴72・53i・．堰c一
低木履の植被率　（％）i20　　20　　25　　30　　40　　70　　90　　90　　go　　gO
　　　　　　　　1

調査嗣・ ｮ圃略鮪「灘陣i鰍鰍陣鰍
調 査 次　　①　　② ③④⑤i⑥⑦1⑧i⑨ ⑩

　第6次調査よりクロマツの生長が旺盛になり，第7次調査をこは瀞落三体をうっべいしている。

（8＞構成種の動態

　（il出現種数の増減

謁現種数・・3・3426 噤E1・i・2 10 ！0

調査時期i糖圖嚇防i騰酬四三i嚇i鮒
調 査 次1副②1③i④1⑤⑥｝⑦1⑧i酬⑩l

　l　　I　　i　　l　　i　　　　　　　　　　　　　　　　　j　　i　…　！　i

　調査開三三4年閥は出現種が多かったが，その後激減している。

　（li）調査時を通じて全く変化のない種：0種

　鑑的変化のない種はみられない。

　鋼　景的変化（被度，群度の増減）が見られた種：3種

　クロマツ，ヨモギ，スギナの3種，クロマツは第6次調査時に急激に植被率を高め，このた

め他の多くの植物の減少，消滅が起っている。

　（iv）特定の階／轍このみ1肖長が見られた種：0種
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　なし

　（v＞全階層を通じて消長を伴う変化が見られた種：50種

　きわめて多数の植物が変動を添している。

　第6次調査を境に減少，消滅した種：ハマエン1ごウ，ツユクサ，オオ’バコ，ミヤコグサ，ウ

ンラン，ヌカボなど。

　第7次調査より，増加出現した種：ノイバラ，ノコンギク，オヤマボクチ。

　（vi）構成種の動態特性（特に遷移とのかかわりで）

　海浜植物の減少，ススキの繁茂など群落内の動態はきわめて急激に変化している。

（9）総合考察

　飛砂防上のため植栽されたばかりのクロマツ林であるが，調査ワクの設置時には海浜植物

（ハマヒルガオ，ハマエンドウ，ウンランなど）や1年生雑草（オランダミミナグサ，アリタ

ソウ）が生育していたが，クロマツの生長とともに急激に消滅している。林床にはススキが繁

茂し，他の植物の侵入は一時的に困難となっている。

⑯　そ　の　他

低木層

1

1

1

1

1

1

1

1

1

草本層 2

毒

②
②

02

①

2

2

　　　！：P～〃～∬〃擢〃！26／9π　クロマツ

　　　2：Aπ8〃’～∫～αノηゴη‘γ‘ψ∫　ヨモギ

　　　31E13り〃〃5〃～0／1お　ノ、マニンニク

　　Fig．27　植生投：影図（HPQ－29）
Die　Artenverbreitungskarte　im　Dauerpuadrat　HPQ－29．
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　方形区番号：HPQ－30（1979年6月3日設定）

α〉調査地名：福島県いわき三下大越磐城舞子南

（2＞群　落　名：クロマツ植林

（3）海抜高：3m
（4）　　プヲ垂壷：・三余斗：　L

（5）調査面積：5×5m2

⑥　植生概観

　砂丘上に人工的に植栽されたクロマツ林。まわりは砂防用のよしずがはりめぐらされている。

調査開始時のクロマツの樹高は1m程の幼樹であり，ハマニンニク，チガヤ，ヨモギの草本植

物の三州度が高かった。6年経過後のクロマツは樹高4．2mに達している。

⑦　群落構造の動態

低木層の高さ　（瓢）i1　　1　　ユ．5　　2

　　　　　　　　　「　　｝

低蠣の丁丁（劣）巨51・5
　　　　　　　　　1　　　　1

1小・一・…
20 P25 50　　　　80　　　　90　　　　90　　　　90　　　　90

調　査　時　期

調 査

糖両騰i鮪瞳國鮒…鰍r嚇1丁

丁①②③④⑤⑥ 瘍G⑨1⑩
　群落の主要二丁種であるクロマツは6年間に1m→4．2mに生長し，植被率も15％艸90％に

達している。

（8）構成種の動態

　（i）出現種数の増減

出現種壷11151210137　8　6　8　9
　　　　　　　　　…　　　…．　…　　　　　ぞ…一．．『1　［　削
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’8堺；’82秋i’83秋i’84秋i嚇i’8鍬調査時期 P褥鰍i．捲i糖
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．1　＿1…　謡r　．．1

調 査

次①②③①⑤⑥⑦⑧⑨⑩
第1次調奄時より仕陽種数は減少する傾向がみられる。

（ii）全調査時を通じて全く変化のない種：0種

なし

纈／量的変化（被度，急度の増減）が見られた種：3種

クロマツが第6次調査以降櫃被を増している。ヨモギは減少し，ススキは増加している。

〈ivl特定の階層にのみ消長が見られた種：0種
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　なし

　（v＞全階層を通じて消長を伴う変化が見られた種：2！種

　6次を境に変動が判然としている。

　ハマニンニク，ハマエンドウ，ケカモノハシなどの海浜植物の減少がいちじるしい。ネコハ

ギ，ヘクソカズラの出現が調査後半にみられる。

　（vi）構成種の動態特性（特に遷移とのかかわりで）

　　　　　　　　つ
　HPQ－29に隣…接して設道されたPQであり，よく似た種の変動を示している。

　第6次調査を境に海浜植物の減少，消滅，その後ネコハギ，ヘクソカズラなどのつる植物の

侵入が特徴的である。

（9＞総合考察

　RPQ－29と共にいちじるしい変動のあった調査区である。

⑩　そ　の　他
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　　　1：／）～〃郡頑μノめθ79ガ　クロマツ
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　　Fig．28植生投影図（HPQ－30）
Die　Artenverdreitungs1くarte三m　Dauerpuadrat　HPQ－30．


